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水産業の持続的発展を目指して 

～福岡県水産振興基本計画を策定～ 

 

県では、県総合計画を支える個別計画である、水産振興基本計画を平成25年３月、10

年ぶりに見直しました。 

 

 

県水産業の持続的発展に向け、平成25年度から平成29年度を計画期間として、次の５

つの目指す方向のもと、具体的な施策を展開します。 

 

（目標） 経営の安定と所得の向上で本県水産業を持続的に発展 
 

（目指す方向と主な取組） 
 

１ 漁業経営は、収益性の向上で競争力を強化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 鮮度保持や６次産業化で水産物の付加価値を向上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策目標となる指標 現状 目標

操業や出荷作業の見直しを

行ったまき網漁業の経営体数
－ ７経営体

ノリ養殖の経営体に占める

協業体の割合
６% １５％

特集 

(1)大規模な漁船漁業は、操業や出荷の方法を見直す 
・ まき網漁業は船団構成の見直しを促進 など 

(2)小規模漁業は、流通･販売の方法を見直す 
・ 小規模漁業は、直接販売や直接取引で所得を向上 など 

(3)養殖業は、加工･出荷の共同化を促進 
・ ノリ養殖は、加工機械の共同利用を促進 など 

(1)出荷方法の改善で市場評価を向上 

・ 漁業者による漁獲物の活け〆
じめ

や温度管理で鮮度保持を徹底 など 

(2)観光業と結びついた６次産業化を推進 
・ 観光業や飲食業とのタイアップは、漁協が主体となり促進 など 

(3)「鮮度」を活かした直接販売や直接取引を促進 
・ カキなど計画的に出荷できる水産物は、通信販売を拡大 など 

(4)県産水産物の認知度向上は品質の良さでアピール 
・ 地域で取り組むブランド化の活動を促進 など 

 

目標と目指す方向 

施策目標となる指標 現状 目標

観光業や飲食業とのタイアップを

組織的に行った件数
－ １０件

水産物「応援の店」認定数 － ２００店舗
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３ 漁場の生産力を高め、漁獲を安定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 経営力の高い組織や漁業者を育成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

５ 漁業・漁村への理解を促進し、水産物の消費を拡大 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1)海域特性に合わせた漁場づくりを推進 
・ 藻場・干潟、沖合域の漁場づくりを推進 など 

(2)漁業者による資源管理や種苗の放流、漁場保全の取組を促進 
・ 資源の動向に応じた自主的管理を促進し、資源管理を強化 など 

(3)養殖業は漁場環境に応じた管理を徹底 
・ ノリ・カキ養殖は、情報提供と環境変化に応じた管理を指導 など 

(4)漁業調整と密漁取締りの徹底により、本県の水産資源を保護 
・ 法的規制や漁業種間の操業の調整を推進 など 

(5)漁港の防災力や荷さばき機能を強化し、生産活動の安定を確保 
・ 防波堤等の防災施設の整備で、災害に強い漁港づくりを促進 など 

 

(1)漁協の指導力・販売力を強化 
・ 漁協は、漁業者が必要とする役割を果たせるよう適正な規模に再編 など 

(2)漁業者の経営力を強化 
・ 漁業者への経営指導は、団体と連携し強化 など 

(3)若者の漁業への参入・定着を促進 
・ 情報発信や漁協とのマッチングで、就業機会を拡大 など 

 

(1)情報発信や交流で、県民の水産業への関心を向上 
・ イベントやマスコミを通じ、旬の魚や調理方法の情報を発信 など 

(2)地域の団体や教育現場と連携し、魚食の普及を促進 
・ 漁業者と消費者団体との連携による料理教室等の活動を促進 など 

(3)漁業が持つ環境保全機能を啓発 
・ 藻場・干潟の水質浄化機能の維持など漁業の役割を県民に情報提供 など 

(4)安全な漁村づくりを促進 
・ 漁協の防災組織づくりを促進 など 

県・漁業者･団体等が一体となり目標達成に取組んで行きます 

※１ マダイ、カレイ、トラフグ、ガザミ、クルマエビ、アワビ、アユ

※２ 平成19年～23年の平均値

施策目標となる指標 現状※２ 目標

主要魚種※１の漁獲量 2,970ｔ 3,000ｔ

カキ養殖生産量 1,780ｔ 2,000ｔ

施策目標となる指標 現状 目標

販売に関する業務連携を

行った漁協数
－ ３５漁協

新規就業者数（40歳未満） ４８人/年 ６０人/年

施策目標となる指標 現状 目標

県産水産物を使った料理教室の

開催回数開催回数開催回数開催
30回/年 150回/年

自主防災組織のある漁協数 10漁協 35漁協
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第１章 福岡県水産業の動き 

１ 漁業生産量は96,600ｔで前年比４％減                         

・生産量は96,600ｔで、前年に比べ3,520ｔ、

3.5％減少しました。 

・主な魚種の生産量は、サバ類が15,700ｔで

前年に比べ1,780ｔ増加、マアジが7,650ｔで

前年に比べ2,210ｔ減少、マダイが1,720ｔで

前年に比べ278ｔ減少しました。 

 

 

 

 

 

 

２ ノリ養殖生産は前年比12％増の13.9億枚                       

・養殖ノリの生産枚数は13億９千万枚で、前

年に比べ12％増加、過去５年の平均とほぼ同

数でした。生産額は133億２千万円で、前年

に比べ４％増加、過去５年の平均とほぼ同額

でした。 

・７月の豪雨の影響が懸念されましたが、関

係者による復旧への取組により、漁期に間に

合って養殖を開始でき、また、大きな病害の

発生もなく順調に生育したため、平年並みの

生産枚数、生産額となりました。 

 

 

 

３ カキ養殖生産は前年比35％減少の1,280ｔ                       

・養殖カキの生産量は1,280ｔで前年に比べ

35％減少、過去５年の平均に比べ28％減少し

ました。 

・これは、豊前海でのクロダイ等による食害

や、筑前海での高水温の影響により、へい死

が多かったためです。 
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水産振興課調べ             
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カキ養殖生産の推移（養殖年） 
資料：農林水産省「漁業・養殖業生産統計年報」、 

水産振興課調べ          
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内水面漁業・養殖業
9.66

10.63
10.20

部門別生産量の推移（暦年） 
資料：農林水産省「漁業・養殖業生産統計年報」、 

漁業管理課、水産振興課調べ    
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４ 漁業協同組合員数は前年度比３％減少                       

・漁業協同組合員数（内水面を含む）は、

高齢化等により減少しており、前年度比

３％減の6,639人でした。 

・海区別の内訳は、筑前海区が2,212人、有

明海区が2,356人、豊前海区が875人、内水

面が1,196人で、構成比は前年度と同じでし

た。 

 

 

 

 

 

 

５ 漁船数は前年比３％減少                           

・漁船数は前年比３％減の6,651隻でした。 

・トン数別では、主に小規模漁業を営む５ｔ

未満の船が6,125隻で、全体の92％を占めて

います。 
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2,113 2,098

1,912 1,885 1,853

1,819 1,748
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2,373 2,279
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541

526

6,720 6,603 6,454
6,846

6,651

0

2,000

4,000

6,000

8,000

平成20 21 22 23 24年

隻

数

隻

―5ｔ以上

―1～3ｔ未満

―3～5ｔ未満

―1ｔ未満

トン数階層別漁船隻数の推移 
資料：漁業管理課調べ 

 

 

2,415 2,319 2,212

2,512 2,431 2,356

917 899 875
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平成22 23 24年度
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人
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資料：漁業管理課調べ 
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６ 福岡県水産業の主要指標                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計 筑前海 有明海 豊前海

経営体 3,253 3,173 1,122 447 80 12

平成20年値
（2008年漁業センサス）

*1:筑前海には遠洋･沖
   合漁業を含む

人 － 6,174 2,761 774 － 13

うち男性 人 － 4,751 1,840 504 － 14

うち女性 人 － 1,423 921 270 － 9

k㎡ － － － 約7,000 171 930
河川
延長

2,205km
－

km － － － 420 47 109
人工湖
31か所

－

ｍ － － － 120 15 15
溜池

5,325か所
－

件 50 37 － 31 3 3 13 －

件 210 165 － 48 83 34 45 －

隻 6,651 6,439 3,091 778 212 －

平成24年12月31日現在
（漁業管理課調べ）
*3:筑前海には遠洋・沖
   合漁業を含む

漁協 44 35 － 8 19 8 9 －

人 6,639 5,443 － 2,212 2,356 875 1,196 －

－ － －

－ － －

－ － －

11,650 13,479 2,087

11,300 1,351 1,658

350 12,128 429

万円/k㎡ － － － 約160 約7,880 約220 －

※全国ランクは海面漁業の数値で比較

単位面積当た
り 生 産 額

17

養 殖 業
生 産 額

百万円 13,240 12,908 －
12,908

332 12

1,146 14
平成23年値
（農林水産省「漁業・養
殖業生産統計年報」、漁
業管理課、水産振興課調
べ）漁 船 漁 業

生 産 額
百万円 20,571 19,758 5,449

14,309
813

漁 業
生 産 額

百万円 33,812 32,666 5,449
27,217

－

養 殖 業
生 産 量

ｔ 49,546 49,205 －
49,205

341 －

72,403
743 －

平成24年値
（農林水産省「漁業・養
殖業生産統計(概数)」、
漁業管理課・水産振興課
調べ）漁 船 漁 業

生 産 量
ｔ 47,029 46,627 23,429

23,198

漁 業
生 産 量

ｔ 96,575 95,832 23,429

402

漁 船 数 2,570

漁 協 数
平成25年３月31日現在
（漁業管理課調べ）

漁 協
組 合 員 数

就 業 者 数 2,639

2,407

共 同 漁 業 権
免 許 件 数

平成25年３月31日現在
（漁業管理課・水産振興
課調べ）

区 画 漁 業 権
免 許 件 数

  232

内水面
全 国
ランク

備　　考

水 域 面 積

水域面積
(筑前海)
･隣接県との主要な陸地
 間、島間の中間線を結
 ぶ線に囲まれた本県漁
 船が操業する水域の面
 積
(有明海・豊前海)
･共同漁業権漁場の面積
(内水面)
･県土整備部河川課資料
･農林水産部農村整備課
 資料

海 岸 線
の 長 さ

最 大 水 深

遠洋･沖合

漁　 　業
(筑前海)

沿岸漁業

経 営 体 数 1,604

項　目 単位 県合計

海面漁業

平成20年値
（2008年漁業センサス）

*2:筑前海には遠洋･沖
   合漁業を含む

*1

*2

*3
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７ 福岡県水産業の全国的位置                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位
1 2 3 4 5

11.6% 長崎 福岡 愛媛 兵庫 山口

17,330 2,101 2,002 1,495 1,176 1,101

7.2% 長崎 三重 山口 福岡 島根

4,323 1,367 472 350 313 239

9.5% 福井 京都 長崎 福岡 石川

12,720 1,897 1,286 1,215 1,208 1,041

9.3% 石川 福岡 香川 富山 山口

6,286 1,025 587 412 387 374

6.1% 長崎 山口 島根 福岡 鹿児島

7,030 2,207 1,260 889 429 274

5.9% 長崎 島根 鳥取 福岡 愛媛

168,417 54,661 31,776 12,516 9,859 8,515

11.2% 愛知 福岡 愛媛 山口 大分

2,680 606 301 276 182 159

8.2% 愛媛 愛知 大分 福岡 熊本

558 154 83 74 46 38

17.0% 佐賀 福岡 兵庫 熊本 香川

8,188 2,135 1,391 1,178 972 520

19.0% 佐賀 福岡 兵庫 熊本 香川

702 211 133 91 80 35

7.8% 茨城 福島 宮崎 福岡 群馬

3,133 1,092 705 371 243 235

※ノリは平成24養殖年（平成24年10月～25年4月)を、その他は平成23年の数値を表示

サワラ類 ｔ

主産県

マダイ ｔ

イサキ ｔ

項目
全国シェア
全国計

ｔ

生産額
(億円)

資料：農林水産省「漁業・養殖業生産統計年報」、水産振興課調べ

コイ養殖

ノリ養殖

生産枚数
(百万枚)

チダイ・
キダイ

ｔ

ｔ

フグ類 ｔ

ｔ

マアジ

クルマエビ

ガザミ類 ｔ



- 7 - 

 

８ 福岡県内の漁場                                

福岡県には、筑前海、有明海、豊前海の３つの海と内水面があります。 

筑前海は、対馬海峡東水道の玄界灘、響灘に位置し、対馬暖流の影響を受ける外海

性の海域で、水深は120ｍより浅く、なだらかな海底地形です。また、海底には、天然

礁が多く分布しており、沿岸域の岩礁地帯には藻場が形成されています。 

有明海は、筑後川をはじめ多くの河川が流れ込む内湾性の海域です。 

水深は15ｍより浅く、海底は泥または砂泥で、干潮と満潮の高さの差（干満差）が

最大６ｍに達し、干潮時には約20k㎡の広大な干潟が出現します。 

豊前海は、瀬戸内海最西部の周防灘に位置する内海性の海域です。 

水深は15ｍより浅く、海底は泥または砂泥で、干満差は最大4.4ｍに達し、沿岸域に

は干潟も出現します。 

内水面は、河川、ため池及び養殖池等淡水域を指します。九州で最も長い筑後川

（長さ143km）や矢部川（長さ61km）など大きな河川があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福岡県内の漁場（数値は平成25年３月31日現在） 
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第２章 施策の展開方向 

１ 漁業経営は、収益性の向上で競争力を強化 

 魚価低迷や燃油高騰などにより、漁業経営は厳しくなっています。燃油使用量及び流通

コストの削減や共同加工など、収益性を向上するための取組が進められています。 

 

（１）大規模な漁船漁業は、操業や出荷の方法を見直す                

（まき網は漁獲量、漁獲金額とも大きく減少） 

・大規模な漁船漁業（まき網、ごち網、いか釣り、

延縄）は、漁獲量の減少や単価の低下、燃油の高

騰により経営が厳しくなっています。 

・特に、まき網漁業は、主にアジの漁獲量減少に

より、漁獲量が５年前に比べ28％の3,060ｔに減

少し、漁獲金額は48％の9.9億円に減少していま

す。 

 

 

 

 

（漁業者による燃油削減の取組が進む） 

・漁業経営の競争力を強化するためには、操業や

出荷方法の見直しによるコスト削減により、収益

性の向上を図ることが必要です。 

・まき網やごち網漁業では、速力を落とした航行

や、船団の一部が沖合の漁場に留まり移動経費を

削減するなどの取組により、コストの削減に努め

ています。 

・今後は、船団構成の見直しや選別・出荷作業の

共同化、漁具の改良によるコストの削減に取り組

み、経営の改善を図ります。 
操業中のまき網漁船 
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まき網漁業の漁獲量、漁獲金額の推移 
資料：漁業管理課調べ 
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（２）小規模漁業は、流通・販売の方法を見直す                   

（生産額に占める直接販売の割合は前年並み） 

・水産物は、従来から卸売市場での流通が

主体となっています。 

・一方、本県では、直売所やカキ小屋など

漁業者による直接販売額の割合は、平成19

年の11％から平成21年以降は約20％に増加

しています。 

・直接販売は、市場流通のような大量の魚

の流通には不向きですが、小売価格に占め

る流通経費の割合が２割以下と、市場流通

の７割に比べて小さく、小規模漁業に有利

な流通方法です。また、流通経費が抑えら

れる分、安価で新鮮な水産物を入手できる

ことから、消費者の支持を得ています。 

・今後は、直接販売を進めていくとともに、

飲食店等との直接取引の促進により、漁業

者の収益性の向上を図ることが重要です。 

 

 

（直接販売や共同出荷により流通コストを削減） 

・平成17年度に合併した糸島漁協は、流通コストの削減による組合員の収益性向上に向

けた取組を進めています。 

・漁協直営の直売所「志摩の四季」の設立や、各漁港でのカキ小屋の取組により、直接

販売を強化しています。 

・また、各支所による個別の市場出荷から、共同運搬車による共同集出荷に切り替えて

います。 

・このような取組が、他地域にも広がるよう支援していきます。 

 

 

 

 

 

来客者で賑わう「志摩の四季」 共同運搬車による流通コストの削減 
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（３）養殖業は、加工・出荷の共同化を促進                      

（ノリ養殖経営体に占める協業体の割合は順調に増加） 

・ノリ養殖の経営体709のうち協業化した経

営体は58で、その割合は8.2％となり、前年

度に比べて11経営体、1.8ポイント増加しま

した。これは、ノリの共同加工施設を整備

したことによって協業化が進んだためです。 

・ノリ養殖は、価格の低迷や燃油の高騰等

により経営が厳しくなっており、効率化が

必要です。また、海上での養殖作業に加え、

陸上での加工作業もあり、労働負担の軽減

が求められています。 

・生産コストの削減や労働負担の軽減には、

加工機械の共同利用や加工作業の分業が有

効であり、県では施設整備への支援を通じ

て協業化を進めています。 

 

 

 

（共同加工施設の整備でノリ養殖業者の負担が軽減） 

・柳川漁協では養殖ノリの共同加工施設を整

備し、５経営体が協業に参加しました。 

・施設では、加工専門に雇用したオペレータ

が、各生産者の収穫したノリを乾のりに加工

します。このように加工施設を共同で運用す

ることにより、設備投資や油代等の生産コス

トが２割程度縮減されます。 

・さらに、生産者が海上での養殖管理に専念

できるため、製品の品質向上が期待されるこ

とや、加工作業の委託により労働負担が大き

く軽減されるなどのメリットがあり、今後も

協業化への取組の拡大を図っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

整備した共同加工施設（柳川漁協） 

共同加工施設内の設備 
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２ 鮮度保持や６次産業化で水産物の付加価値を向上 

 本県の主要魚種の価格は低下しています。付加価値向上のための６次産業化や直接販売

の取組が拡がっています。 

 

（１）出荷方法の改善で市場評価を向上                       

（主要魚種は品質の向上が必要） 

・大規模な漁船漁業の主要魚種であるブリ、マダ

イ、ケンサキイカの市場価格は440円/kgで、鮮度

保持に徹底して取り組んでいる長崎県産に比べ約

250円/kg低く、この傾向は10年間継続しています。 

・一方、鮮度保持を徹底しているカナトフグは、

本県産の価格が長崎県産に比べ、10～20円/kg上

回っています。 

・本県の水産物の市場評価を高めるため、漁獲物

の鮮度保持の徹底や出荷規格の統一などの改善を

図る必要があります。 

 

 

 

（まき網漁業者によるサバの蓄養がスタート） 

・鐘崎漁協のまき網漁業者は、秋に漁獲される

価格の安いサバの付加価値向上のため、冬まで

の短期蓄養を始めました。 

・蓄養時のエサには、まき網で漁獲される商品

価値の低い雑魚を活用しており、漁獲物の有効

利用と蓄養コストの削減を両立させています。 

・蓄養後のサバは、蓄養前の約４倍の価格で、

主に漁協直販施設での販売や地元旅館と取引さ

れています。また、大阪での商談会に参加する

など、販路拡大の取組も進めています。 

 

サバの蓄養いけす 
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（２）観光業と結びついた６次産業化を推進                     

（水産物の６次産業化が課題） 

・本県のマダイやフグ類、ガザミの平成23年の漁

獲量は2,000ｔ、587ｔ、301ｔで、それぞれ全国

第２位と有数の産地となっています。また、活き

づくりで用いられるケンサキイカの産地であるほ

か、養殖ノリの平成24年度生産枚数は13.9億枚で、

全国第２位です。 

・漁業者の所得向上のため、これら本県が誇れる

水産物について、市場出荷に加え、大消費地を抱

える本県の立地条件を活かした取組を一層進めて

いく必要があります。 

・具体的には、観光業とのタイアップや漁業者に

よる加工販売等６次産業化の取組を促進していき

ます。 

 

 

（観光資源としてカキ小屋の活用が進む） 

・冬の風物詩となった糸島地区のカキ小屋は、年

間約19万人の観光客が訪れるまでに発展し、地域

の観光資源として貢献しています。 

・糸島漁協は、旅行代理店と連携し、カキ小屋や

水産物直売所を組み入れた糸島地域のバスツアー

を企画・開催するなど、新たな６次産業化の取組

も進めています。 

 

 

 

（漁獲物の加工販売で漁村の魅力を向上） 

・福岡市西区の西浦地区では、漁業者が２そうご

ち網漁業などで獲れる魚の一部を干物などに加工

し、漁村内での直売に取り組んでいます。 

・干物加工販売所や活魚販売所などが集まった漁

村内の通りを「ひもの通り」と名付け、糸島半島

の観光スポットの一つとして人気が高まっていま

す。 

 

 

 

 

カキ小屋バスツアー 

西浦地区の干物加工販売所 

 

1,891 1,841 1,807 

1,334 

2,002 

501 545 448

359

587

327 338
332

391

301
443 550

361

466

397

3,162 
3,274 

2,948 

2,550 

3,287 

0 

500 

1,000 

1,500 

2,000 

2,500 

3,000 

3,500 

平成19 20 21 22 23年

漁
獲
量

マダイ フグ類 ガザミ ケンサキイカ

t

（-）

（1）

（1）

（-）

（2） （2）

（1）

（1）

（2）

（2）

（2）

（-）

（3）

（2）

（2）

（-）

（1）

（1）

（1）

（-）

マダイ、フグ類、ガザミ、ケンサキイカの 

漁獲量の推移（括弧内は全国順位） 
資料：農林水産省「漁業・養殖業生産統計年報」 
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（３）「鮮度」を活かした直接販売や直接取引を促進                  

（直販施設の販売額は微増） 

・漁業者が出荷する直販施設のうち、主要施

設での販売額は、平成21年以降13億円前後で

微増傾向にあります。 

・漁業者の所得向上のためには、通信販売を

はじめ、内陸部の農産物直販所との連携によ

る販売エリアの拡大、飲食店との直接取引な

ど、鮮度を活かした直接販売や直接取引の強

化が必要です。 

 

 

 

（北九州に県内の直売所が大集合） 

・平成24年12月１、２日に、北九州市農事総合

センターにおいて、県内の農林水産物直売所が

集まり、特産の農林水産物の販売を行う「ふく

おかの直売所大集合in北九州」が開催されまし

た。 

・漁業者により、豊前海一粒かきや関門海峡た

こ、サザエをはじめとした、北九州市周辺でと

れる水産物の試食・販売が行われ、１万１千人

の来客でにぎわいました。 

 

 

 

（内陸部での水産物の直接販売イベントが定着） 

・糸島産の新鮮な海の幸を内陸部の消費者に届

けるため、糸島漁協の直売所「志摩の四季」で

は、カキのシーズンである冬季に、朝倉市の農

産物直売所「三連水車の里あさくら」で水産物

直売イベントを開催しています。 

・この取組は、平成24年度で３年目になります

が、毎回盛況なため、ＰＲ及び販売拠点として

今後の発展が期待されます。 

 

 

 

「豊前海一粒かき」の試食・販売 

朝倉市で水産物直売イベント 
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（４）県産水産物の認知度向上は品質の良さでアピール                

（「糸島かき」の認知度は83％、「福岡のり」は81％） 

・平成25年２、３月に、ＪＲ博多駅及び天神の県

内２か所で、「福岡のり」などの直接販売と併せ

て、水産物17品目について「認知度アンケート」

を実施しました。 

・最も認知度が高かったのは「糸島かき」の83％

で、次いで「福岡のり」81%、「博多もずく」79％

の順でした。 

・また、購入経験がある人の割合は、「福岡の

り」76％、「糸島かき」及び「博多もずく」65％、

「豊前海一粒かき」58％で、認知度が高いほど購

入に繋がる傾向があります。 

・今後、漁業者による消費者への直接アピールや、

平成25年度から認定を開始する「ふくおかの水産

業応援の店」などの取組により、県産水産物の認

知度向上を図っていきます。 

 

 

 

 

（「新のりフェア」で福岡のりをＰＲ） 

・柳川市の両開漁協は、「福岡のり」の美味しさ

をアピールするため、平成24年12月15、16日に漁

協に隣接する広場で「新のりフェア」を開催しま

した。 

・このイベントでは、収穫したばかりのノリを使

った乾のりや焼きのり、佃煮の試食と直売をはじ

め、巻きのり体験、新のりと新米を使ったおにぎ

りの配布など様々な催しがありました。 

・２日間で約700人が来場し、予想を上回る売

れ行きでした。高いアピール効果が期待できる

ため、来シーズン以降も開催していく予定です。 

 

新のりを求める人で賑わうフェア 
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資料：水産振興課調べ 



- 15 - 

 

３ 漁場の生産力を高め、漁獲を安定 

 水産資源の持続的利用のためには、漁場の環境改善や生産力を高める取組を継続してい

くことが必要です。漁場の造成や資源管理、種苗放流などの取組が各地で進められていま

す。 

 

（１）海域特性に合わせた漁場づくりを推進                     

（主要魚種の漁獲量は３千ｔレベルを維持） 

・県では、漁獲の安定を図るため、魚礁、増殖場の整

備等による漁場づくりや、資源管理、種苗放流等によ

る資源づくりを進めています。 

・主要魚種（マダイ、カレイ類、トラフグ、ガザミ、

クルマエビ、アワビ、アユ）の漁獲量は3,093ｔで、

前年に比べ467ｔ増加しました。これは、主にごち網

によるマダイの漁獲が増加したことによるものです。 

 

（覆砂により底質が改善） 

・干潟や浅海域の漁場環境を改善する目的で海底に砂

を投入する「覆砂」を、有明海や豊前海で行っていま

す。 

・有明海では、平成24年度は115haで覆砂を行い、平

成13年度からの累計で1,247haの覆砂を実施しました。 

・覆砂を行った漁場では、底質の汚れの度合いを示す

指標の強熱減量※１やCOD※２の値が改善されており、今

後も漁場環境改善の取組を進めていきます。 

 

※１ 試料を約600℃で熱したときの質量減少量。有機物質の量を示し、値が大きいほど有機物が多い。 

※２ 化学的酸素要求量。底質や水の汚れを表す指標。値が大きいほど汚れの度合が大きい。 

 

（まき網漁業を対象とした漁場づくりが進む） 

・筑前海では、アジ、サバ、ブリ、サワラ等の回遊魚

が、まき網や一本釣りなどで漁獲されていますが、近

年アジ、サバの漁獲量が著しく減少しています。 

・県では、まき網漁業を対象に沖合漁場８か所におい

て、回遊魚を本県海域に誘導・滞留させるための漁場

整備を、平成24年度から５か年計画で実施しています。 

・平成24年度は、水深80ｍの沖合域２か所で、12基の

鋼製魚礁（10ｍ×10ｍ×６ｍ）と200基のコンクリー

ト魚礁（3.3ｍ×3.3ｍ×3.3ｍ）を設置しました。今

後も、漁獲を増やすための漁場づくりに取り組みます。 

 
まき網用魚礁の配置図 

主要魚種の漁獲量の推移 
資料：漁業管理課調べ 
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資料：水産振興課調べ 
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（２）漁業者による資源管理や種苗の放流、漁場保全の取組を促進           

（資源管理方針を策定し、広域連携を継続） 

・これまで、国、関係県、漁業者が一体となって、広い海域で管理が必要な魚種につ

いて資源回復計画を策定し、休漁期間の設定や産卵期の親魚保護等の取組を実施して

きました。 

・この資源回復計画の取組が平成23年度で終了したことをうけ、これら資源管理の取

組を、関係県による資源管理方針や覚書などで継続実施することになりました。 

・現在、４つの広域的資源管理の取組が実施されており、漁期の制限や小型魚の再放

流等の漁業者による各種の取組により、資源の回復に努めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（種苗の大量生産で積極的に資源を増殖） 

・水産資源の持続的利用を図るためには、資源管理の取組とともに、積極的な種苗放

流などで資源の増殖を行うことが効果的です。 

・（公財）ふくおか豊かな海づくり協会は、魚介類の種苗を生産し、各海区や内水面の

漁業者へ配付しています。 

・平成24年度の生産数は、クルマエビが1,329万尾（前年度比94％）、ヨシエビが775万

尾（同76％）、ガザミが369万尾（同120％）、クロアワビが74万個（同70％）、アカウニ

が39万個（同57％）、アユが101万尾（同63％）でした。 

・このほかに、漁業者団体からの委託でトラフグを26万尾生産しました。 
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魚種別種苗生産数量の推移 
資料：水産振興課調べ 

 

 計画名 漁業種類 対象海区 主な取組

サワラ広域的資源管理の取組 さし網漁業など 豊前海
春漁の休漁

漁具の網目拡大

周防灘小型機船底びき網漁業対象種（カレイ
類、ヒラメ、クルマエビ、シャコ、ガザミ）の資源

管理に関する覚書

小型底びき網漁業 豊前海
産卵期の親魚保護
小型魚の再放流

九州・山口北西海域トラフグ資源管理方針 ふぐはえ縄漁業 筑前海

休漁期間の設定

小型魚の再放流
種苗放流

有明海ガザミ広域資源管理方針 さし網・かご漁業など 有明海
産卵期の親魚保護

小型魚の再放流

資料：水産振興課調べ

広域資源管理の取組の実施状況 
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（アサリ資源回復の新装置「かぐや方式」を開発） 

・豊前海のアサリの資源量は、近年、波浪による

稚貝の流失やナルトビエイ等の捕食により激減し

ています。 

・県豊前海研究所では、新たにアサリ稚貝育成装

置（通称「かぐや方式」）を開発しました。この

装置では、稚貝の流出と捕食を防ぐとともに、潮

の干満差を利用して装置内の海水を入れ替えるこ

とで、餌となる海水中のプランクトンを自然の力

で効率的に供給することができます。そのため、

陸上施設での飼育に比べて飼育期間が短縮でき、

さらに、施設や餌代が不要であるため、安価にア

サリ稚貝を育成できます。 

・現在、本格導入に向け、安定して稚貝を生産す

るための装置の改良試験や、海域での実証試験に

取り組んでいます。 

 

 

 

（「関門海峡たこ」の資源管理の取組が進む） 

・北九州地区の漁業者は、関門海峡で獲れるマダ

コ「開門海峡たこ」の資源管理に取り組んでいま

す。 

・関門海峡の一部海域では、資源保護のため、漁

業調整委員会指示により400ｇ未満のマダコの採

捕が禁止されています。漁業者は、遊漁者に対し

てパンフレットの配布などを行い、小型のマダコ

の保護を啓発しています。 

・また、毎年、産卵用のつぼを漁場に設置し、マ

ダコの増殖を図っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

産卵用のつぼの投入 

産卵したマダコ 

干潟に設置したアサリ稚貝育成装置 

アサリ稚貝育成装置 

（かぐや方式）の概要 

収容された

稚貝

稚貝収容

ネット

外敵防除ネット

筒
状
構
造
物
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（３）養殖業は漁場環境に応じた管理を徹底                     

（ノリ生産は前年比1.5億枚増加、カキ生産は前年比686ｔ減少） 

・ノリの生産枚数は13億９千万枚で、前年に比べ

１億５千万枚増加、過去５年の平均とほぼ同数で

した。これは、栄養塩等、海の環境条件に恵まれ、

大きな病害の発生もなく、ノリが順調に生育した

ためです。 

・カキの生産量は1,280ｔで、前年に比べ686ｔ、

過去５年の平均に比べ28％減少しました。これは、

豊前海ではクロダイ等による食害の拡大、糸島で

は夏期の大きな水温変動により、へい死が多かっ

たためです。 

 

 

 

 

 

 

 

（豊前海一粒かき、生産者が初の抑制作業） 

・豊前海区では、宮城県産のカキ種苗を用いて養

殖が行われています。 

・カキ種苗は、通常夏に採苗し、抑制作業※を経

て翌春に 筏
いかだ

に垂下しますが、東日本大震災で宮

城県の抑制場が被災したため、平成23年夏から生

産者が初めて抑制作業を行い、平成24年度の養殖

に用いました。 

・養殖結果は、一部の漁場ではクロダイによる食

害が大きかったものの、秋期の減耗が例年より少

なく、海区全体では平年の約７割の約1,050ｔの

生産量でした。 

・また、今シーズンは餌となるプランクトンも豊

富であったため、例年以上に身入りの良いカキが

生産されました。 

 

※ 干潮時に干上がる浅場の施設にカキ稚貝を垂下し、抵抗力の強いカキに育て上げる作業のこと 

豊前海で実施したカキ種苗の抑制作業 

ノリ生産枚数（上）、カキ生産量（下）の推移 
資料：農林水産省「漁業・養殖業生産統計年報」、 

水産振興課調べ            
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（４）漁業調整と密漁取締りの徹底により、本県の水産資源を保護           

（漁業許可件数は前年並みの3,259件） 

・漁業許可件数は、前年に比べ２％減の3,259件でした。 

・海区別では、筑前海区が３％増の1,847件、有明海区が19％減の370件、豊前海区が

２％減の1,042件でした。有明海区では、潜水器漁業の休漁などにより許可件数が減少

しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（脇田漁港で漁業者と遊漁者の安全・利用調整協議会が発足） 

・平成24年11月１日、脇田漁港に「脇田漁港フィ

ッシャリーナ」が開業しました。この施設は、漁

業と遊漁の共存を目的に整備された、プレジャー

ボート（レジャー用途の船舶）の係留施設と来訪

者の憩いの場を兼ね備えた施設です。 

・施設の開業に併せて、漁業関係者、プレジャー

ボートの利用者、市、県からなる「安全・利用調

整協議会」が発足し、地元漁業者と遊漁者が協議

できる体制が整えられ、事故発生時の対応や、海

面利用のルール等について協議しています。 

・この施設が、漁業者と市民の交流の場として機

能し、漁村の活性化にもつながることが期待され

ます。 

 

 

 

 

 

 

安全・利用調整協議会 

開業した「脇田漁港フィッシャリーナ」 
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資料：漁業管理課調べ 
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（本県海域の漁業違反は大幅に減少） 

・漁業違反検挙件数は、前年度に比べ19件減の15件でした。 

・主な検挙事例は、筑前海区ではいか釣りの操業区域違反、さし網の無許可操業、有明

海区ではサルボウの殻
かく

長
ちょう

制限※違反でした。 

・検挙数が減少した原因として、本県海域に他県船の入漁が少なかったことや、漁業調

整により沿岸域で漁業秩序が維持されていることが挙げられます。 

・一方で、平成19年度から近隣県や水産庁と合同取締りを実施するなど、関係機関や漁

業者組織などとの連携を強化しており、その結果、筑前海におけるアワビやサザエなど

の磯根資源を狙った密漁船の通報件数は減少傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ ３cm以下のものは採捕禁止（福岡県漁業調整規則） 

 

○ＥＥＺ内での韓国漁船の操業を監視  

・日本のＥＥＺ（排他的経済水域）内では、韓国漁船の操業が許可されています

が、平成24年１月に韓国はえ縄漁船により、本県のふぐはえ縄の漁具被害や操業

場所が確保できなくなる事態が発生しました。 

・県や漁業者の要請により、国が韓国漁船の操業の監視を強化したため事態は収

束したものの、継続的な監視が必要です。漁業者は、こうした状況の常態化を回

避するため、国の支援のもと、韓国漁船の操業の監視活動に取り組んでいます。 

・監視活動により、ＥＥＺ内の日本に近い海域で韓国いか釣り漁船による操業な

どを確認しています。このような活動は、外国漁船の無秩序な操業の牽制に繋が

り、本県漁業者の安全な操業を確保するために極めて重要です。 

 

 

 

 

 

 

 操業中の韓国いか釣り漁船（左）と操業位置（右） 
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資料：漁業管理課調べ 
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港
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基本施設の整備が完了した漁港数の推移 
資料：水産振興課調べ 

（５）漁港の防災力や荷さばき機能を強化し、生産活動の安定を確保          

（防波堤や係留施設など基本施設の整備は85％完了） 

・安全で安心な漁港・漁村が形成されるよう漁港

施設の整備を計画的に進めています。平成24年度

までに、県内65漁港のうち、防波堤や係留施設な

どの基本施設の整備は、全体の85％の55漁港にお

いて完了しています。 

・東日本大震災では、津波により東北各県の漁

港・漁村が壊滅的な被害を受けました。この災害

を教訓とし、防波堤のかさ上げ、防潮扉の整備な

ど、漁港施設の防災機能の強化を進めています。 

・また、施設の長寿命化と更新コストの縮減に向

け、劣化したコンクリートの部分補強や鋼製構造

物の防食対策など、維持管理を行っています。 

 

（物揚場の整備で荷揚げ作業等が効率化） 

・筑前海区の小呂島漁港の物揚場の整備を実施し、出漁準備や荷揚げ作業の効率化が

図られました。 

・有明海区の沖端漁港や両開・皿垣開漁港では航路の浚 渫
しゅんせつ

を行い、干潮時にも出入港

が可能となったため、漁業活動の作業時間の確保が図られました。 

・また豊前海区の曽根漁港の浮桟橋設置などを行い、漁業活動の効率化に努めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

海 区 漁 港 名 整備内容 

筑前海 小呂島漁港 物揚場整備 

有明海 沖端漁港 

両開・皿垣開漁港 

航路浚渫 

航路浚渫 

豊前海 曽根漁港 

沓尾漁港 

浮桟橋設置 

護岸設置 

小呂島漁港 物揚場の整備 曽根漁港 浮桟橋の設置 

主な漁港整備状況 

資料：水産振興課調べ 
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（共同利用施設の整備で漁港の機能を向上） 

・鮮度保持や養殖関連施設など、漁港の生産基盤等の機能の向上を図るため、漁業近代

化施設や流通改善施設等の整備に対し支援を行っています。 

・平成24年度は北九州市漁協の製氷施設、中島漁協の簡易浮桟橋、曽根漁協のカキ養殖

抑制棚などを整備しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  平成24年度に表彰行事で受賞された方々 

表彰行事名及び賞の名称 氏名･団体名 内 容 

地産地消推進優良活動表彰 

農林水産省食料産業局長賞 
糸島漁業協同組合 

直売所の運営、カキ小屋の展開、カ

キ殻土壌改良材開発、学校給食への

食材提供 等 

第62回浅海増殖研究発表全国大会 

農林水産大臣賞 

福岡県有明海区研究連合会 

 古賀 久勝 

（沖端漁協所属） 

「より美味しいノリを採るために」 

第18回全国青年・女性漁業者交流大会 

水産庁長官賞 

豊前海北部漁業協同組合 

恒見支所青壮年部 

江口 一弘 

「すべてのヒントはお客様から 

－『豊前海一粒かき』販売促進 

の取り組み」 

秋の褒章 

黄綬褒章 

下筑後川漁業協同組合 

 原口 敏治 

（前 内水面漁場管理委員会会長 等） 

内水面漁業振興への貢献 

海区 施設の名称 

筑前海 

製氷施設（北九州市漁協）、情報処理設備（糸島漁協）、 

保冷用運搬トラック（糸島漁協）、燃油補給施設（ひびき灘漁協）、 

漁獲物運搬船（福岡市漁協） 

有明海 ノリ網冷凍庫（浜武漁協）、簡易浮桟橋（中島漁協、山門羽瀬漁協） 

豊前海 カキ養殖抑制棚（曽根漁協）、冷凍施設（苅田町漁協） 

主な施設整備実績 

話題 

製氷施設（北九州市漁協） 

 

簡易浮桟橋（中島漁協） 

 

資料：水産振興課調べ 
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○梅雨前線豪雨災害を乗り越えて 

・平成24年７月の梅雨前線豪雨は、漁場や漁業関連施設に大きな被害をもたらし、

水産関係の被害金額は約６億８千万円にのぼりました。 

・有明海や豊前海においては、大量の流木が漁場へ流入し、海岸や漁港にも漂着す

るとともに、上流域から流出した土砂が漁場や漁港に堆積しました。また、漁船の

流失やノリ加工機械などの浸水被害も発生し、特に有明海ではノリ養殖が開始でき

るか危惧されました。 

・内水面では、矢部川や筑後川流域において、簡易浮桟橋や養殖場などの損壊、ア

ユなどの水産資源の減少などの被害が発生しました。 

・県では、漁業者、市町、国と連携し、緊急に、漁場に漂流する流木の回収や堆積

した土砂を除去する事業を実施しました。さらに、被害を受けた漁業施設の復旧や、

アユの追加放流も実施しました。 

・これらの取組により、ノリ養殖の種付け作業は漁期に間に合い、生産量は平年並

みを確保しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

漁場に漂流する流木の回収 被害を受けた漁港 

区   分
被害金額
（百万円）

被害発生状況 主な被害発生地域

　漁　船 65 隻 31 漁船流失・破損
柳川市、みやま市、朝倉市、

久留米市、八女市

　ノリ加工・養殖施設 59 施設 193
ノリ加工施設の浸水
内水面養殖施設の破損

柳川市、八女市

　漁　港 10 か所 145

航路土砂堆積

標識灯破損
漁港内ゴミ

吉富町、豊前市、柳川市

　共同利用施設
　（漁協等）

25 か所 60

簡易浮桟橋の破損

ノリ養殖漁場境界柱の破損
卸売市場の設備破損

有明海ノリ養殖漁場
柳川市、久留米市、大牟田市

　その他 1 か所 250 航路土砂堆積 有明海漁場

計 679

被害数量

資料：漁業管理課、水産振興課調べ 

水産関係の被害状況 
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資料：漁業管理課調べ 

４ 経営力の高い組織や漁業者を育成 

 県では、漁協の指導力・販売力の強化や、漁業者の経営力強化のための支援を行うとと

ともに、若者の漁業への参入・定着を促す取組も進めています。 

 

（１）漁協の指導力・販売力を強化                         

（漁協再編や漁協間の業務連携が重要） 

・沿海漁協数は35で、前年度からの変動はあ

りません。 

・魚価の低迷などの情勢の変化に対応し、漁業

者の経営の安定と所得の向上を図っていくため

には、漁協の指導力や販売力の強化を図ること

が重要です。 

・そのために、合併も見据えた、販売面など

での漁協間の業務連携を進めます。 

 

（有明海漁連と海苔共販漁連が合併） 

・平成24年６月１日に有明海漁連と海苔共販漁

連が合併し、福岡有明海漁連が発足しました。 

・この合併により、ノリ養殖の生産部門と販売

部門の一体化による事業部門の充実・強化をは

じめ、重複する管理経費の節減や指導力の向上

が図られました。 

 

 

 

 

（合併により販売事業が強化） 

・糸島漁協では、平成 17 年４月の合併に際して「糸島地区の漁協合併に伴う水産物流

通ビジョン」を作成し、このビジョンに沿った取組を進めており、全国でも合併漁協

の優良事例として高く評価されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「糸島地区の漁協合併に伴う水産物流通ビジョン」 

＜現在の主な取組＞ 

・漁協全体での販売ルートの共有化          ・直売所「JF糸島志摩の四季」を設立 

・人事ローテーションなど内部管理体制の確立     ・各漁港に「カキ小屋」開設 

・効率的なトラック輸送体制の確立          ・魚箱等の大量買付けによるコスト削減 

＜基本的な考え方（抜粋）＞ 

・集合のメリットを販売面で最大限に活用       ・魚価向上と流通コスト削減で漁業経営を安定・向上 

・漁協職員、役員としての認識深化と意識改革を徹底  ・品質の向上と地域ブランドの確立 

 

 

合併漁連の発足記念式典 
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（３）若者の漁業への参入・定着を促進                       

（新規就業者48人中、40歳未満が７割） 

・新規就業者は48人でした。 

・新規就業者の７割の34人が40歳未満の若者で、

このうち漁家出身者が21人で６割を占め、親から

漁業を引き継ぐ事例が多くを占めています。 

・水産関係教育機関からの新規就業者は３人でし

た。 

・今後も、県主催の就業相談会や電話相談等、就

業希望者への取組を継続するとともに、国の長期

研修支援策等を活用し、新規就業者の増加・定着

を進めていく必要があります。 

 

 

 

（マッチングの場の提供で新規就業者を確保） 

・漁業就業希望者に対し、「ふくおか農林漁業新

規就業者セミナー・相談会」や電話での就業相談

を行い、相談者全員の17人に対して求人情報を提

供しました。 

・このうち１人が「２そうごち網漁業」に、１人

が「まき網漁業」に就業しました。 

 

 

 

 

 

 

（研修会で若手ノリ漁業者の養殖技術が向上） 

・県有明海研究所では、ノリ養殖の若手漁業者を

対象に「ノリ養殖技術研修会」を開催し、基礎的

な知識・技術の指導を行っています。 

・平成24年度は13人が参加し、ノリの生物学や有

明海研究所が漁期中に提供している「ノリ養殖情

報」の活用法等の講習と、顕微鏡の基本操作や顕

微鏡を用いたノリ芽計数、病害観察方法等の実習

を行いました。 

 

 

 

新規就業者セミナー・相談会 

顕微鏡を用いたノリ芽観察実習 
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資料：水産振興課調べ 
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５ 漁業･漁村への理解を促進し、水産物の消費を拡大 

 情報発信や交流で県民の漁業・漁村への理解促進を図るとともに、水産物の消費拡大を

図るため、魚食の普及を促進する必要があります。海洋体験施設や料理教室、藻場保全活

動などの取組を通じて、漁業者と県民の交流が広がっています。 

 

（１）情報発信や交流で、県民の水産業への関心を向上                

（漁業・漁村への理解を促進する取組が進む） 

・漁業者による県産水産物のＰＲイベントが都

市部を中心に開催され、その延べ日数は250日

で、前年度に比べ21日増加しています。 

・地びき網体験など漁業体験に取り組む漁村数

は11で年々増加しており、水産物の即売イベン

トなども含めて、漁村における消費者との交流

イベントが盛んになっています。 

・漁村は、新鮮な水産物や自然豊かな景観、レ

クリエーションの場、伝統文化など様々な魅力

を有しています。これらの魅力を活かして、漁

業・漁村への理解を深め、県産水産物の消費へ

とつなげていくことが大切です。 

 

 

 

 

 

 

（うみんぐ大島で都市と漁村の交流が進む） 

・平成23年４月に宗像市大島にオープンした海

洋体験施設「うみんぐ大島」は、釣り堀やカヌ

ー体験、魚さばき教室など、様々な海洋体験が

できる施設です。 

・施設の運営は、漁協や住民が出資した会社が

行っており、釣り堀等の管理は地元の漁業者が

行っています。 

・平成24年度の来場者数は１万９千人で、海洋

体験を通じて都市と漁村との交流が進んでいま

す。これにより、漁業への理解の促進や、交流

人口の増加による島の活性化が期待されます。 

 

 

 

来客でにぎわう「うみんぐ大島」の釣り堀 

漁業者による県産水産物の PR イベント

日数（延べ）の推移 
資料：水産振興課調べ 
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kg

県民一人あたりの生鮮魚介類の購入量の推移 
資料：総務省「家計調査」を基に福岡市と 

北九州市のデータから算出 

（２）地域の団体や教育現場と連携し、魚食の普及を促進               

（生鮮魚介類の購入量は５年で３割減少） 

・県民一人あたりの生鮮魚介類の購入量は、平成

19年の14.5kgから、平成23年は10.1kgと、５年間

で約３割減少しています。 

・県民へのアンケート調査では、魚をさばくこと

が全く出来ないと答えた人が４割、魚介類を使っ

た料理が食卓に並ぶ頻度は週１～２回以下が５割

となっており、家庭で魚を料理できないことが水

産物購入量の減少の一因と推定されます。 

・漁業者による県産水産物を使った料理教室の実

施回数は43回で、前年度に比べ13回増加しました。 

・水産物の消費を増やすため、地域の団体等と連

携し、魚食普及の取組を拡大します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（漁業者による魚食普及活動が進む） 

・県内では、地元の小中学生などを対象に、漁業

者による魚食普及の取組が進んでいます。 

・糸島漁協女性部では、糸島市内の小学校で魚の

さばき方やアジを使ったつみれ汁、かまぼこ作り

などの料理指導を行いました。 

・両開漁協では、柳川市内の小学校で、現在は機

械化されているノリの加工を、昔ながらの手です

き、天日干しにする「海苔すき体験授業」を行い

ました。 

・子ども達にとって、自らつくって食べる楽しさ

や地元の水産業について学ぶ良い機会となってい

ます。 

 

小学校での魚料理教室 

 魚を“さばく”ことができるか (回答数238)

選択肢 割合(%)

１　ウロコや内蔵をとるまで 20.2

２　さらに、三枚おろしまで 15.5

３　さらに、皮をひき刺し身まで 22.3

４　まったくできない 42.0

魚介類を使った料理が食卓に並ぶ頻度 (回答数244)

選択肢 割合(%)

１　ほとんどない 4.5

２　週１－２回 45.5

３　週３－４回 36.9

４　ほぼ毎日 13.1

県民へのアンケート結果 

資料：県政モニターアンケート 
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（３）漁業が持つ環境保全機能を啓発                        

（漁業者による漁場環境保全活動が拡大） 

・藻場や干潟の漁場環境を保全するため、県内各

地で漁業者や市民によって組織されたグループに

よって、清掃活動や藻場再生などの取組が行われ

ています。 

・県では、平成22年度からこのような活動の普及

に取り組み、活動への参加は、初年度には10グル

ープ、588人でしたが、平成24年度には17グルー

プ、734人に拡大しています。 

・また、毎年、県内の漁業者や市民が参加する沿

岸域の清掃活動が実施され、参加人数は年間６千

人を上回っており、漁場環境保全の啓発に寄与し

ています。このうち有明海では、沿岸の佐賀、長

崎、熊本県と連携した活動が継続して行われてい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

（地域住民も藻場の保全活動に参加） 

・藻場はアワビやサザエの漁場だけでなく、魚介

類の産卵・育成の場としても重要です。 

・近年、海藻を食害するウニ類が増加しているた

め、県内では、漁業者を主体とする活動組織が、

ウニの駆除や母藻の投入による藻場の保全活動を

継続して実施しています。 

・相島では、漁業者と地域住民やダイビングショ

ップが協力したウニの駆除活動が行われました。

このような取組を通じて、漁業の持つ環境保全機

能の啓発を図っています。 

 
ダイバーによるウニの駆除 

漁業者・市民による海岸の清掃活動 
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資料：水産振興課調べ 
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自主防災組織のある漁協数 

（平成 25 年３月末現在） 
資料：水産振興課調べ 
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（４）安全な漁村づくりを促進                           

（自主防災組織のある漁協は10漁協） 

・県下の沿海35漁協のうち、自主防災組織のある

漁協は10漁協です。 

・災害発生時の被害防止対策として、防波堤のか

さ上げなど漁港施設の整備による防災力の強化に

加え、漁村住民の自主的で組織的な避難誘導や、

来訪者の安全が確保できる体制づくりが重要です。 

・今後、市町と連携して、漁協における防災組織

の育成を進めていきます。 

 

 

 

（漁村の減災機能の向上が急務） 

・東日本大震災をふまえ、早急に減災体制を整備

することが重要です。 

・これまで、漁村内の道路や放送施設等の防災施

設の整備を進めてきました。 

・漁村の津波対策として、津波発生時における避

難経路の表示に加え、住民の避難の目安となるよ

う、道路標識等に海抜を表示するなどの対策が必

要です。 

・また、釣り客などの一般の漁港利用者について

も、看板や放送などによる避難誘導ができるよう、

対策を行っていきます。 

 

 

○玄界島で自主防災活動が進む 

・漁村では、昔ながらのコミュニュティ

が形成されているところが多く、玄界島

では、平成 17 年の福岡西方沖地震発生

直後の避難の際に、高齢者の保護やけが

人の援助など、島民が互いに助け合い、

人的被害を最小限に抑えることができま

した。 

・玄界島では、復旧後も島民による避難

訓練が実施されるなど、漁村地域が一体

となった自主防災活動が積極的に行われ

ています。 

 

玄界島での島民による避難訓練 

漁村での海抜の表示（宗像市地島） 
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第３章 各海区の動向 

１ 筑前海区                                

■ 主な動き 

・マアジやサバ類は、本県沿岸域への来遊量が少なく、まき網漁業などで漁獲量が前年

に続き低迷。 

・マダイは船びき網漁業で、サワラはひき縄漁業で好漁が継続。 

・漁業者グループによる水産物の付加価値向上への取組が進む。平成23年度の７件に加

え、平成24年度は、いか釣りの冷却装置導入や一本釣りの蓄養施設整備等６件のグルー

プが新たな取組を開始。 

・クルマエビの種苗放流では、糸島地区及び福岡地区で、エビが海底に届くまで逸散し

ない構造の「放流かご」を初めて使用し、それぞれ32万尾、208万尾を放流。この手法

により、放流時の食害防止や海底でのエビの潜砂を促進。 

 

 

 

 

○研究開始から13年目を迎え、相島産の真珠が販売開始 

・県水産海洋技術センターが平成12年に新宮町相島で健康なアコヤガイを発見し

たことを契機に、県、(株)ミキモト、九州大学が連携して、日本初の外海域での

真珠養殖に取り組む。 

・(株)ミキモトと新宮相島漁協が協力し、平成19年から本格的な養殖を開始。養

殖規模の拡大や技術者育成を経て、平成25年３月に相島産の真珠のみを用いた商

品「MIKIMOTO AINOSHIMA PEARL COLLECTION」を県内４か所の百貨店と東京で同

時に販売開始。 

・県では、相島での真珠養殖業がさらに発展するよう、採苗の効率化のための研

究を引き続き実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相島産真珠を使ったネックレスとイヤリング 

海区のトピックス 
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２ 有明海区                                

■ 主な動き 

・ノリ養殖は、秋芽網※１生産期は気象条件や海の環境条件にも恵まれ、品質の高いノ

リが生産された。冷凍網※２生産期は、後半に発生した珪藻
けいそう

赤潮による色落ちで生産が

伸びず。漁期全体では、生産枚数13.8億枚、単価9.54円/枚で平年並み、生産金額は平

年比99％の132億円。 

・漁獲の動向は、サルボウは前年をやや上回り、ガザミは前年並み、アサリは７月の梅

雨前線豪雨による影響等もあり低調。また、潜水器漁業によるタイラギ漁は６年ぶりに

休漁。ビゼンクラゲは前年を上回り好漁。 

・クルマエビ種苗（体長30㎜以上）約300万尾、ガザミ種苗（甲幅長10mm以上）約85万

尾の放流を実施。 

 

※１ 10月に海で種付けし、そのまま収穫まで育てた網。有明海での収穫期は11～12月。 

※２ 種付け後数cmまで育て、陸揚げして冷凍保存したノリ網。12月中旬以降に再度海に張り出して養殖する。収穫

期は1～3月。 

 

 

 

○人工アマモの設置により底質を改善 

・有明海の干潟では、浮泥の堆積等による底質悪化や貝類漁獲量の減少が課題。 

・このため、人工アマモ（古いのり網にポリエチレンテープを結びつけた装置）を

県有明海研究所が考案し、干潟において底質改善試験に取り組む。 

・人工アマモを設置した区域では浮泥が堆積せず、泥の割合が低く、底質改善に効

果があることを確認。 

・平成24年５月には、有明海区の全漁協が参加し、各地の漁場で試験的に人工アマ

モを設置。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

漁業者による人工アマモの設置作業 人工アマモを設置した場所（上）と 

設置していない場所（下） 

（人工アマモ設置場所には浮泥なし） 

海区のトピックス 
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３ 豊前海区                                

■ 主な動き 

・７月の梅雨前線豪雨の影響で、漂流・沈下ゴミが多量に漁場に流入。特に小型底びき

網漁業では操業に支障が生じ、夏場にクルマエビ、ガザミ等の甲殻類の漁獲は減少。一

方、秋以降は小型のサルエビ、ヨシエビ、シバエビは豊漁。 

・「小型底曳網漁業者協議会」では、ヨシエビやシャコの資源を守るため、操業区域の

制限や体長制限等の自主規制を決定。 

・第18回全国青年・女性漁業者交流大会の「流通・消費拡大」部門において、豊前海北

部漁協恒見支所青壮年部が「豊前海一粒かき」の販売促進について発表し、水産庁長官

賞を受賞。 

・クルマエビ約250万尾、ヨシエビ約270万尾を「放流かご」を用いて放流。ガザミは20

万尾を放流。 

 

 

○ナルトビエイの移動経路を国内で初めて分析 

・豊前海のアサリ資源量は、近年極めて低い水準にあり、ナルトビエイによる食害

がその要因の一つ。 

・ナルトビエイの移動経路を解明するため、平成22年度から毎年約20個体に水温、

水深を自動で記録する標識を装着して放流。 

・平成22年７月に放流した個体のうち１個体を、約１年後の平成23年７月に放流場

所の行橋市蓑島沖で再捕獲。 

・回収された記録を分析した結果、ナルトビエイは、５～９月の高水温期は豊前海

の沿岸域へ、水温が下がり始める９～12月は徐々に南下して別府湾付近へ移動し、

更に水温が低下する12月以降は水深100ｍを超える佐賀関周辺で越冬した後、再び

５月以降に豊前海沿岸域に回遊するものと推定。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

海区のトピックス 

自動記録式標識を装着した 

ナルトビエイ 

ナルトビエイの生息域の推移 

9-12 月 

5-9 月 

12-5 月 
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４ 内水面                                 

■ 主な動き 

・７月の梅雨前線豪雨の影響でアユの親魚が流されたため、内水面研究所で飼育したア

ユの成魚１万尾の緊急放流を実施。平成25年３月にはアユの稚魚10万尾を追加放流。 

・下筑後川漁協では、栄養を強化した餌料を用いて、活性の高いエツの稚魚１万３千尾

を生産し、放流。 

・コイヘルペスウイルス病（ＫＨＶ）は、養殖場や新たな天然水域での発生なし。 

・前福岡県内水面漁場管理委員会会長の原口敏治氏が、エツの資源増殖をはじめとする

長年の内水面漁業振興への貢献により、秋の褒章で黄綬褒章を受章。 

 

 

 

○下筑後川漁協がオイカワの種苗生産を開始 

・県内水面研究所では、オイカワの大量

採卵法や、稚魚の飼育過程における様々

な作業の省力化・省コスト化につながる

技術を開発し、その成果を「オイカワ種

苗生産マニュアル」として取りまとめ、

漁業者を指導。 

・下筑後川漁協では、筑後川産のオイカ

ワから採った卵を用いて、室内水槽で約

３か月間、体長２cm前後まで飼育、その

後、屋外の育成池に移して１万５千尾を

飼育中。平成25年秋に放流予定。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内水面のトピックス 

屋外育成池（10 月～翌年９月） 放流種苗（翌年 9 月） 

屋内種苗生産水槽（７～9 月） 

孵化直前の卵 
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１  漁業生産
＊
 

(１ )平成 24 年漁業・養殖業生産（概数）  

①  漁業・養殖業生産の概要  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②  主な漁業種類別生産量       ③  主な魚種別生産量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊表示単位未満を四捨五入したため、計と内訳が一致しない場合があります。  

  単位：ｔ

漁業種類 平成23年 平成24年

中・小型まき網 4,972 3,059

船びき網 4,573 3,653

小型底びき網 1,676 1,506

刺網 2,404 2,148

はえ縄 460 440

沿岸いか釣 550 406

ひき縄釣 792 700

その他の釣 1,184 1,078

採貝・採藻 3,142 3,296

ノリ養殖 44,978 47,113

カキ養殖 1,887 1,830

ワカメ養殖 215 235

資料:農林水産省「漁業・養殖業生産統計年報」

単位 平成23年 平成24年

隻 6,846 6,651

　漁業生産量 ｔ 100,091 96,575

海面生産量 ｔ 99,187 95,832

　海面漁業 ｔ 52,081 46,627

　海面養殖業 ｔ 47,106 49,205

板ノリ生産 万枚 124,428 139,133

内水面生産量 ｔ 904 743

　内水面漁業 ｔ 595 402

　内水面養殖業 ｔ 309 341

項　　　　　目

漁 船 数

資料:農林水産省「漁業・養殖業生産統計年報」、漁業管理課・水産振興課調べ

※平成23年は養殖年（平成23年7月～24年6月）、平成24年は養殖年（平成24年7月～25年4月）の数量を表示（水産振興課調べ）

※

単位：ｔ

魚種

マアジ 9,859 (4) 7,651 (3)

サバ類 13,926 (9) 15,706 (8)

ブリ類 5,156 (8) 1,831 (16)

ヒラメ 162 (13) 182 -

カレイ類 542 (15) 493 -

マダイ 2,002 (2) 1,724 (2)

イサキ 313 (4) 204 -

サワラ類 1,208 (4) 1,152 -

スズキ類 340 (7) 342 -

フグ類 587 (2) 493 -

クルマエビ 46 (4) 51 -

アサリ類 517 (7) 242 (8)

タコ類 1,207 (6) 957 -

※表中の（　）内の数字は、全国順位
資料:農林水産省「漁業・養殖業生産統計年報」

平成24年平成23年
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(２ )福岡県漁業の概要  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 福岡県

平成14 15 16 17 18 19 20 21 22 23年

漁業経営体数（海面） 3,561 3,501 3,440 3,289 3,228 - 3,173 - - -

個人経営体数（海面） 3,373 3,417 3,340 3,176 3,119 - 3,073 - - -

海水動力漁船隻数 7,476 7,361 7,236 - - - - - - -

合計トン数 36,420 32,035 - - - - - - - -

漁業就業者数（海面） 6,530 6,427 - - - - 6,174 - - -

うち　男性 4,880 4,890 - - - - 4,751 - - -

うち　女性 1,650 1,537 - - - - 1,423 - - -

自営漁業就業者数 5,730 5,641 - - - - 4,759 - - -

漁業総生産量（A+B)　ｔ 101,999 82,011 95,543 90,511 95,357 106,324 101,539 92,016 89,963 100,091

海面漁業総生産量(A)　ｔ 100,447 80,498 94,381 89,470 94,414 105,311 100,583 91,098 89,064 99,187

　海面漁業 45,994 46,952 47,367 42,361 43,379 51,029 42,798 43,886 47,133 52,081

　　うち　遠洋漁業 64 81

　　うち　沖合漁業 15,728 16,116

　　うち　沿岸漁業 30,202 30,755 32,410 26,982 30,875 35,602 29,379 24,492 25,837 23,972

　海面養殖業 54,453 33,546 47,014 47,109 51,035 54,282 57,786 47,212 41,931 47,106

　　うち　板ノリ生産（万枚:暦年） 158,626 94,655 136,202 137,910 148,051 157,108 166,889 134,782 119,591 134,876

内水面漁業総生産量(B)　ｔ 1,552 1,513 1,162 1,041 943 1,013 956 918 899 904

 内水面漁業 923 895 822 740 681 607 571 601 564 595

 内水面養殖業 629 618 340 301 262 406 385 317 335 309

漁業総生産額(C+D)　百万円 39,330 30,991 35,665 32,261 36,134 39,205 35,169 33,259 33,647 33,812

海面漁業総生産額(C )　百万円 37,709 29,404 34,303 31,034 34,866 37,989 33,989 32,117 32,512 32,666

　海面漁業 18,004 17,935 17,418 16,988 18,719 21,928 18,569 17,941 19,167 19,758

　　うち　遠洋漁業 32 40

　　うち　沖合漁業 2,378 2,138

　　うち　沿岸漁業 15,594 15,757 15,119 14,681 16,671 19,690 16,454 14,912 15,259 14,309

　海面養殖業 19,705 11,469 16,885 14,046 16,147 16,061 15,421 14,176 13,345 12,908

　　うち　板ノリ生産 18,982 10,584 16,059 13,521 15,604 15,543 14,851 13,460 12,741 12,251

内水面漁業総生産額(D)　百万円 1,621 1,587 1,362 1,227 1,268 1,216 1,180 1,142 1,135 1,146

　内水面漁業 1,111 1,080 1,016 923 846 776 761 793 770 813

　内水面養殖業 510 507 346 304 422 440 419 349 365 332

水産加工品生産量　ｔ 70,927 78,550 74,357 69,404 - - - - - -

　うち　その他の調味加工品 18,285 20,227 - 16,952 17,107 15,890 16,128 12,597 12,633 14,500

　　うち　辛子明太子 17,745 19,744 18,943 16,499 - - - - - -

　　うち　その他 540 483 - 453 - - - - - -

資料:農林水産省「漁業・養殖業生産統計年報」、水産振興課調べ

3,029 3,908 5,4492,115

　　　　　　　　　　　　　区分
　項目

2,299 2,307 2,048 2,238

14,957 15,379 12,504 15,427 13,419 19,394 21,296 28,109

 全国

平成14 15 16 17 18 19 20 21 22 23年

漁業経営体数（海面） 162,110 132,417 157,978 124,716 121,489 - 115,194 - - -

個人経営体数（海面） 154,529 125,931 150,781 117,629 114,519 111,210 109,451 - - -

海水動力漁船隻数 - - - - - - - - - -

合計トン数 - - - - - - - - - -

漁業就業者数（海面） 243,330 238,371 231,000 222,170 212,470 204,330 221,896 - - -

うち　男性 202,890 199,163 193,410 186,040 177,980 171,130 187,809 - - -

うち　女性 40,440 39,208 37,590 36,120 34,490 33,210 34,087 - - -

自営漁業就業者数 180,430 175,826 171,960 166,130 159,760 154,940 141,053 - - -

漁業総生産量（A+B)　ｔ 5,879,887 6,083,356 5,775,825 5,764,789 5,735,210 5,720,006 5,592,307 5,432,430 5,311,693 4,765,079

海面漁業総生産量(A)　ｔ 5,767,001 5,973,301 5,670,052 5,668,868 5,652,115 5,638,514 5,519,668 5,349,447 5,232,376 4,691,864

　海面漁業 4,433,754 4,721,968 4,455,064 4,456,890 4,469,531 4,396,402 4,373,329 4,147,374 4,121,038 3,823,144

　　うち　遠洋漁業 686,345 601,969 535,433 547,785 518,324 － － － － －

　　うち　沖合漁業 2,257,950 2,543,401 2,405,946 2,444,475 2,499,985 － － － － －

　　うち　沿岸漁業 1,489,459 1,576,598 1,513,685 1,464,630 1,451,222 － － － － －

　海面養殖業 1,333,247 1,251,333 1,214,988 1,211,987 1,182,584 1,242,112 1,146,339 1,202,072 1,111,338 868,720

　　うち　板ノリ生産（万枚:暦年） 1,123,810 886,968 921,999 994,402 953,104 1,023,385 876,344 881,146 850,270 755,776

内水面漁業総生産量(B)　ｔ 112,886 110,055 105,773 95,912 83,095 81,492 72,639 82,984 79,317 73,215

 内水面漁業 61,389 59,951 60,113 54,064 41,793 39,137 32,627 41,697 39,914 34,322

 内水面養殖業 51,497 50,104 45,660 41,848 41,302 42,355 40,012 41,287 39,403 38,893

漁業総生産額(C+D)　百万円 1,722,070 1,590,303 1,603,623 1,600,729 － － － － － －

海面漁業総生産額(C )　百万円 1,614,174 1,484,325 1,500,208 1,498,575 1,528,270 1,575,706 1,542,340 1,381,136 1,399,274 1,328,900

　海面漁業 1,135,889 1,036,751 1,065,909 1,059,409 1,078,663 1,126,751 1,124,568 971,638 970,883 939,211

　　うち　遠洋漁業 180,288 166,645 169,101 161,984 153,918 － － － － －

　　うち　沖合漁業 414,020 369,191 395,953 387,621 399,621 － － － － －

　　うち　沿岸漁業 541,582 500,915 500,437 509,401 524,800 － － － － －

　海面養殖業 478,285 447,574 434,299 439,166 449,607 448,955 417,772 409,497 428,391 389,689

　　うち　板ノリ生産 109,477 90,680 98,580 100,085 91,202 95,028 80,789 83,588 85,319 73,426

内水面漁業総生産額(D)　百万円 107,896 105,978 103,415 102,154 － － － － － －

　内水面漁業 60,177 56,367 51,486 49,915 － － － － － －

　内水面養殖業 47,719 49,611 51,929 52,239 － － － － － －

水産加工品生産量　ｔ 3,500,864 3,677,385 3,758,575 3,715,643 － － － － － －

　うち　その他の調味加工品 77,301 81,886 － 85,473 89,882 89,455 92,745 78,178 84,825 81,597

　　うち　辛子明太子 23,696 25,776 26,437 24,025 － － － － － －

　　うち　その他 53,605 56,110 － 61,448 － － － － － －

資料:農林水産省「漁業・養殖業生産統計年報」

　　　　　　　　　　　　　区分
　項目
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(３ )福岡県の海面漁業・海面養殖業生産  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 区　　分 平成14 15 16 17 18 19 20 21 22 23年

遠洋沖合漁業① 15,792 16,197 14,957 15,379 12,504 15,427 13,419 19,394 21,296 28,109

15.7 20.1 15.8 17.2 13.2 14.6 13.3 21.3 23.9 28.3
(18.0) (18.5) (15.2) (16.5) (13.1) (14.5) (14.3) (23.2) (21.3) (29.4)

筑前 24,422 24,290 25,152 19,924 20,945 26,445 20,531 17,816 18,436 18,444

有明 2,754 4,311 5,215 4,946 7,792 6,570 6,104 4,146 5,107 3,518

豊前 3,026 2,154 2,043 2,112 2,138 2,587 2,743 2,530 2,294 2,010

小計② 30,202 30,755 32,410 26,982 30,875 35,602 29,379 24,492 25,837 23,972

30.1 38.2 34.3 30.2 32.7 33.8 29.2 26.9 29.0 24.2
(34.4) (35.1) (32.9) (28.9) (32.4) (33.5) (31.4) (29.3) (25.8) (25.0)

691 558 512 276 654 680 1,070 806 701 800
海 (742) (457) (444) (412) (582) (773) (1,009) (845) (721) (761)

52,465 31,229 45,258 45,985 49,100 52,343 55,375 44,748 39,570 44,696
面 (39,696) (38,563) (49,643) (49,686) (50,246) (53,078) (48,445) (37,230) (51,581) (41,319)

1,297 1,759 1,244 848 1,280 1,259 1,341 1,659 1,660 1,610
養 (1,348) (1,670) (1,157) (849) (1,195) (1,345) (1,308) (1,688) (721) (1,554)

54,453 33,546 47,014 47,109 51,035 54,282 57,786 47,212 41,931 47,106
殖 (41,786) (40,690) (51,244) (50,947) (52,023) (55,196) (50,762) (39,762) (53,024) (43,634)

54.2 41.7 49.8 52.7 54.1 51.5 57.5 51.8 47.1 47.5
業 (47.6) (46.4) (52.0) (54.6) (54.5) (52.0) (54.3) (47.5) (52.9) (45.6)

合　　計 100,447 80,498 94,381 89,470 94,414 105,311 100,583 91,098 89,064 99,187
(①+②+③) (87,780) (87,642) (98,611) (93,308) (95,402) (106,225) (93,559) (83,648) (100,157) (95,715)

遠洋沖合漁業① 2,408 2,178 2,299 2,307 2,048 2,238 2,115 3,029 3,908 5,449

6.4 7.4 6.7 7.4 5.9 5.9 6.2 9.4 12.0 16.7
(7.7) (6.7) (6.4) (7.0) (6.2) (6.1) (6.5) (10.2) (11.2) (16.4)

筑前 12,680 12,472 12,271 11,735 11,728 15,558 12,320 11,784 11,977 11,300

有明 623 1,563 1,381 1,500 3,421 2,391 2,275 1,312 1,598 1,351

豊前 2,291 1,722 1,467 1,446 1,522 1,741 1,859 1,816 1,684 1,658

小計② 15,596 15,757 15,119 14,681 16,671 19,690 16,454 14,912 15,259 14,309

41.4 53.6 44.1 47.3 47.8 51.8 48.4 46.4 46.9 43.8
(49.7) (48.7) (42.2) (44.8) (50.4) (53.3) (50.7) (50.1) (43.6) (43.0)

297 216 210 166 245 215 292 341 271 350
海 (262) (184) (186) (191) (223) (268) (291) (343) (281) (331)

18,833 10,521 16,005 13,535 15,550 15,496 14,764 13,375 12,615 12,128
面 (12,508) (13,518) (17,555) (15,235) (13,807) (14,383) (13,237) (11,005) (15,076) (12,742)

575 732 670 345 352 351 365 460 460 429
養 (578) (715) (639) (368) (333) (366) (364) (465) (465) (417)

19,705 11,469 16,885 14,046 16,147 16,062 15,421 14,176 13,345 12,908
殖 (13,348) (14,417) (18,380) (15,794) (14,363) (15,017) (13,892) (11,813) (15,822) (13,491)

52.3 39.0 49.2 45.3 46.3 42.3 45.4 44.1 41.0 39.5
業 (42.6) (44.6) (51.3) (48.2) (43.4) (40.6) (42.8) (39.7) (45.2) (40.6)

合　　計 37,709 29,404 34,303 31,034 34,866 37,989 33,989 32,117 32,513 32,666
(①+②+③) (31,352) (32,352) (35,798) (32,782) (33,082) (36,945) (32,461) (29,754) (34,989) (33,249)

※（　）内の数値は、ノリを養殖年（7月から翌年6月まで）で表示したもの
資料:農林水産省「漁業・養殖業生産統計年報」、水産振興課調べ
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 区　分 漁業種類 平成14 15 16 17 18 19 20 21 22 23年

小 型 底 び き 網 1,038 922 1,052 835 688 980 676 719 674 668

中 ・ 小 型 ま き 網 6,311 6,761 x 5,027 6,493 10,804 6,465 4,526 5,940 4,972

さ し 網 2,320 2,543 2,477 2,005 2,376 2,245 2,176 2,093 2,001 1,710

い か 釣 614 844 820 733 692 776 557 490 524 550

そ の 他 の 釣 1,981 2,143 2,119 1,919 1,979 2,029 1,700 1,869 2,156 1,936

は え 縄 382 456 477 557 415 551 477 580 531 452

船 び き 網 5,464 5,557 5,033 4,599 4,123 4,639 4,479 3,689 3,534 4,507

採 貝 521 434 624 417 393 384 363 320 193 159

採 藻 348 389 359 286 468 436 633 705 536 764

そ の 他 の 漁 業 5,443 4,241 x 3,546 3,318 3,601 3,005 2,825 2,347 2,726

う ち 、 敷 網 1,814 1,261 640 345 595 x x x x x

う ち 、 潜 水 器 180 166 179 152 121 x x x x x

う ち 、 小 型 定 置 583 619 x x x 520 572 x 454 452

う ち 、 た こ つ ぼ 652 564 600 629 663 x x x x x

う ち 、 か ご 736 1,036 x 1,362 997 x x x x x

小　　計 24,422 24,290 25,152 19,924 20,945 26,445 20,531 17,816 18,436 18,444

魚 類 他 17 21 16 7 10 14 14 86 14 27

カ キ 33 44 81 130 181 188 208 234 263 367

ワ カ メ 447 268 270 64 258 349 619 306 233 215

194 225 145 75 205 129 229 180 191 191

(245) (124) (77) (211) (133) (222) (168) (219) (211) (152)

小　　計 691 558 512 276 654 680 1,070 806 701 800
(742) (457) (444) (412) (582) (773) (1,009) (845) (721) (761)

25,113 24,848 25,664 20,200 21,599 27,125 21,601 18,622 19,137 19,244
(25,164) (24,747) (25,596) (20,336) (21,527) (27,218) (21,540) (18,661) (19,157) (19,205)

※（　）内の数値は、ノリを養殖年（7月から翌年6月まで）で表示したもの

※「ｘ」は、秘密保護上統計数値を公表していないもの 資料:農林水産省「漁業・養殖業生産統計年報」、水産振興課調べ
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(４ )沿岸漁業の漁業種類別総生産  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(５ )海面養殖業種別生産  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(６ )筑前海区の漁業生産  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 漁業種類 平成14 15 16 17 18 19 20 21 22 23年

小 型 底 び き 網 2,075 1,997 2,150 1,907 1,787 2,301 2,059 2,038 1,869 1,676

中 ・ 小 型 ま き 網 6,311 6,761 x 5,027 6,493 10,804 6,465 4,526 5,940 4,972

さ し 網 3,007 3,003 2,883 2,459 2,845 2,856 3,078 2,853 2,784 2,404

い か 釣 614 844 820 733 692 776 557 490 524 550

そ の 他 の 釣 2,019 2,180 2,158 1,960 2,020 2,063 1,750 1,913 2,196 1,976

は え 縄 557 594 589 657 507 585 507 589 539 460

船 び き 網 5,613 5,666 5,102 4,681 4,195 4,699 4,537 3,742 3,588 4,573

採 貝 2,833 3,771 4,715 4,476 7,298 6,059 5,166 3,275 3,571 2,532

採 藻 348 389 359 286 468 436 633 705 537 764

そ の 他 の 漁 業 6,825 5,550 x 4,796 4,571 5,023 4,627 4,361 4,289 4,065 

う ち 、 敷 網 1,814 1,261 640 345 595 x x x x x

う ち 、 潜 水 器 180 270 409 152 138 x x x x x

う ち 、 小 型 定 置 1,053 1,049 x x x 918 982 x 815 741

う ち 、 た こ つ ぼ 737 666 711 740 776 x x x x x

う ち 、 か ご 1,119 1,249 1,124 1,677 1,339 x x x x x

合　　計 30,202 30,755 32,410 26,982 30,875 35,602 29,379 24,492 25,837 23,972

生
　
産
　
量
　

（
ｔ

）

資料:農林水産省「漁業・養殖業生産統計年報」※「ｘ」は、秘密保護上統計数値を公表していないもの

 種　別 平成14 15 16 17 18 19 20 21 22 23年

魚 類 他 17 120 116 108 75 140 94 166 14 26

カ キ 1,089 1,583 1,203 943 1,332 1,402 1,425 1,801 1,803 1,887

ワ カ メ 447 268 270 64 258 349 619 306 233 215

ノ リ 52,900 31,575 45,425 45,994 49,365 52,391 55,648 44,939 39,880 44,978
(40,233) (38,719) (49,655) (49,925) (50,354) (53,306) (48,625) (37,489) (51,882) (41,505)

合　　計 54,453 33,546 47,014 47,109 51,030
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(７ )有明海区の漁業生産  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(８ )豊前海区の漁業生産  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 区　分 漁業種類 平成14 15 16 17 18 19 20 21 22 23年

小 型 底 び き 網

中 ・ 小 型 ま き 網

さ し 網 435 214 214 218 262 346 620 531 557 511

い か 釣

そ の 他 の 釣 19 20 20 21 22 19 32 26 24 24

船 び き 網

採 貝 1,593 3,267 4,055 4,032 6,875 5,606 4,740 2,891 3,317 2,312

採 藻

そ の 他 の 漁 業 707 810 926 675 633 599 712 698 1,209 671

う ち 、 は え 縄 161 130 105 95 88 32 28 x x x

う ち 、 敷 網

う ち 、 潜 水 器 104 230 17 216 16 91 662 130

う ち 、 小 型 定 置 5 5 x x x x 5 x x x

う ち 、 た こ つ ぼ 63 76 93 98 98 x x x x x

う ち 、 か ご 36 36 x 32 32 x x x x x

小　　計 2,754 4,311 5,215 4,946 7,792 6,570 6,104 4,146 5,107 3,518

魚 類 他 100 100 100 69 125 79 80

カ キ

ワ カ メ

ノ リ 52,465 31,129 45,158 45,885 49,031 52,218 55,296 44,668 39,570 44,696
(39,696) (38,464) (49,543) (49,586) (50,177) (52,953) (48,366) (37,150) (51,581) (41,319)

小　　計 52,465 31,229 45,258 45,985 49,100 52,343 55,375 44,748 39,570 44,696
(39,696) (38,564) (49,643) (49,686) (50,246) (53,078) (48,445) (37,230) (51,581) (41,319)

55,219 35,540 50,473 50,931 56,892 58,913 61,479 48,894 44,677 48,214
(42,450) (42,875) (54,858) (54,632) (58,038) (59,648) (54,549) (41,376) (56,688) (44,837)

※（　）内の数値は、ノリを養殖年（7月から翌年6月まで）で表示したもの

※「ｘ」は、秘密保護上統計数値を公表していないもの 資料:農林水産省「漁業・養殖業生産統計年報」、漁業管理課・水産振興課調べ
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 区　分 漁業種類 平成14 15 16 17 18 19 20 21 22 23年

小 型 底 び き 網 1,037 1,075 1,098 1,072 1,099 1,321 1,383 1,320 1,195 1,008

中 ・ 小 型 ま き 網

さ し 網 252 246 192 236 207 265 282 229 226 183

い か 釣

そ の 他 の 釣 19 17 19 20 20 15 18 17 16 16

船 び き 網 149 109 69 82 72 60 58 53 54 66

採 貝 719 70 36 27 29 69 64 64 62 61

採 藻

そ の 他 の 漁 業 850 637 629 675 711 857 938 847 741 676

う ち 、 は え 縄 14 8 7 5 3 2 3 3 x x

う ち 、 敷 網

う ち 、 潜 水 器

う ち 、 小 型 定 置 465 425 390 367 378 392 406 358 x x

う ち 、 た こ つ ぼ 22 26 18 14 14 24 17 14 2 13

う ち 、 か ご 347 177 203 284 309 409 464 466 377 363

小　　計 3,026 2,154 2,043 2,112 2,138 2,587 2,743 2,530 2,294 2,010

魚 類 他 0 0

カ キ 1,056 1,539 1,122 814 1,151 1,215 1,217 1,568 1,540 1,520

ワ カ メ 0 0

ノ リ 241 220 122 34 129 44 123 91 120 90

(292) (132) (35) (128) (44) (130) (91) (120) (90) (34)

小　　計 1,297 1,759 1,244 848 1,280 1,259 1,341 1,659 1,660 1,610

(1,348) (1,671) (1,157) (942) (1,195) (1,345) (1,308) (1,688) (1,630) (1,554)

4,323 3,913 3,287 2,960 3,418 3,846 4,084 4,189 3,954 3,620

(4,374) (3,825) (3,200) (3,054) (3,333) (3,932) (4,051) (4,218) (3,924) (3,564)

※（　）内の数値は、ノリを養殖年（7月から翌年6月まで）で表示したもの

※「ｘ」は、秘密保護上統計数値を公表していないもの 資料:農林水産省「漁業・養殖業生産統計年報」、漁業管理課調べ
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(９ )海面の魚種別漁獲量  

 

 
魚　　種 平成14 15 16 17 18 19 20 21 22 23年

サ メ 類 24 30 26 29 27 25 19 15 13 13

マ イ ワ シ 20 65 116 48 61 212 581 133 46 48

ウ ル メ イ ワ シ 26 545 382 197 327 390 373 129 93 163

カ タ ク チ イ ワ シ 2,274 907 934 753 432 472 361 250 304 273

マ ア ジ 8,395 10,252 11,944 6,670 5,239 5,952 3,739 5,617 6,116 9,859

ム ロ ア ジ 類 828 243 641 416 671 1,084 359 358 989 431

サ バ 類 9,762 8,272 6,497 9,966 8,770 12,515 9,098 12,443 10,720 13,926

ブ リ 類 1,856 1,927 1,883 1,615 2,355 3,407 3,919 3,142 4,795 5,156

ヒ ラ メ 233 285 273 231 287 277 229 216 233 162

カ レ イ 類 800 1,154 768 527 904 523 616 619 623 542

タ チ ウ オ 48 184 113 68 89 88 184 76 92 154

マ ダ イ 1,413 1,185 1,552 1,475 1,712 1,891 1,841 1,807 1,334 2,002

そ の 他 の タ イ 類 850 807 759 631 555 593 620 655 618 655

サ ワ ラ 類 622 563 546 761 951 1,287 1,175 893 1,061 1,208

ス ズ キ 類 462 476 480 415 566 670 444 400 396 340

ア ナ ゴ 類 97 97 93 75 70 80 67 85 70 67

フ グ 類 620 623 602 1,049 473 501 545 448 359 587

イ サ キ 650 398 526 593 314 600 384 209 311 313

コ ノ シ ロ 331 309 307 234 314 327 333 340 294 321

ア マ ダ イ 類 50 63 75 61 51 27 53 91 80 73

そ の 他 の 魚 類 7,222 8,448 6,818 4,621 5,261 6,383 6,165 5,786 8,923 7,072

魚 類 計 36,583 36,833 35,335 30,435 29,429 37,304 31,105 33,712 37,470 43,365
(79.5) (78.4) (74.6) (71.8) (67.8) (73.1) (72.7) (76.8) (79.5) (83.3)

ク ル マ エ ビ 98 96 136 103 74 72 72 55 71 46

そ の 他 の エ ビ 類 430 343 363 380 329 488 531 445 412 384

ガ ザ ミ 類 231 177 217 225 265 326 338 332 391 301

そ の 他 の カ ニ 類 165 174 172 147 145 131 180 138 2 1

オ キ ア ミ 類 3 2 12 6 7 10 7 7 10 12

イ カ 類 2,711 2,619 3,102 2,556 2,941 2,864 2,425 2,662 2,017 2,318

タ コ 類 946 1,054 1,022 1,151 1,180 2,149 1,030 1,346 992 1,207

ウ ニ 類 311 232 486 244 239 195 242 209 115 127

そ の 他 の 水 産 動 物 1,089 923 974
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魚　　種 平成14 15 16 17 18 19 20 21 22 23年

サ メ 類 24 30 23 29 27 24 19 15 11 13

マ イ ワ シ 20 65 109 45 60 202 581 127 45 42

ウ ル メ イ ワ シ 7 386 329 168 252 353 347 68 72 73

カ タ ク チ イ ワ シ 2,274 907 934 753 432 471 361 250 304 273

マ ア ジ 3,677 3,562 4,463 2,081 2,702 4,136 1,093 1,421 2,400 1,221

ム ロ ア ジ 557 897 485 335 380 895 34 109 253 97

サ バ 類 1,098 1,308 1,059 980 1,084 2,614 826 642 938 1,426

ブ リ 類 1,856 1,670 1,836 1,636 2,133 2,245 3,910 2,383 2,733 2,493

ヒ ラ メ 230 281 270 228 284 274 225 210 230 159

カ レ イ 類 558 899 548 309 708 432 378 389 405 361

タ チ ウ オ 24 162 94 52 73 67 166 59 75 53

マ ダ イ 1,410 1,185 1,551 1,473 1,711 1,890 1,840 1,806 1,331 2,000

そ の 他 の タ イ 類 776 733 687 556 481 500 532 567 526 572

サ ワ ラ 類 470 437 398 754 944 1,281 1,162 889 889 782

ス ズ キ 類 332 348 353 292 438 514 270 263 265 226

ア ナ ゴ 類 52 56 52 43 41 44 38 55 44 44

フ グ 類 530 614 593 1,039 464 492 536 441 352 578

イ サ キ 650 398 526 593 314 600 384 209 310 313

コ ノ シ ロ 284 267 307 195 273 281 277 289 246 285

ア マ ダ イ 類 50 63 75 61 51 27 53 91 79 73

そ の 他 の 魚 類 4,822 5,173 x 3,804 3,188 3,645 3,144 2,907 3,475 3,343

魚 類 計 19,850 19,539 x 15,497 16,135 21,029 16,454 13,229 14,983 14,427
(81.3) (80.4) x (77.8) (77.0) (79.5) (80.1) (74.3) (81.3) (78.2)

ク ル マ エ ビ 63 58 102 68 40 42 40 28 46 22

そ の 他 の エ ビ 類 156 105 152 125 87 102 114 118 114 116

ガ ザ ミ 類 30 30 39 28 36 45 60 55 96 67

そ の 他 の カ ニ 類 97 73 113 80 83 78 99 68 2 1

イ カ 類 1,881 2,212 3,104 2,363 2,264 1,880 1,437 1,807 1,379 1,503

タ コ 類 801 881 821 959 988 1,978 826 1,119 809 1,011

ウ ニ 類 311 232 486 244 239 195 242 209 115 127

その他の水産動物 123 105 146 113 104 104 96 77 60 96

水 産 動 物 計 3,462 3,696 4,963 3,980 3,841 4,424 2,914 3,481 2,621 2,943
(14.2) (15.2) (19.7) (20.0) (18.3) (16.7) (14.2) (19.5) (14.2) (16.0)

ア ワ ビ 類 82 79 102 109 91 85 64 68 50 48

サ ザ エ 480 437 457 367 328 387 290 217 174 138

ア サ リ 類 76 46 36 20 34 29 64 45 5 9

そ の 他 の 貝 類 123 99 91 96 47 56 95 71 68 116

貝 類 計 761 661 686 601 500 558 512 401 296 310
(3.1) (2.7) (2.7) (3.0) (2.4) (2.1) (2.5) (2.3) (1.6) (1.7)

海 藻 類 計 349 394 359 288 468 434 651 705 537 764
(1.4) (1.6) (1.4) (1.4) (2.2) (1.6) (3.2) (4.0) (2.9) (4.1)

合　　計 24,422 24,290 25,152 19,924 20,945 26,445 20,531 17,816 18,436 18,444

※（　）内の数値は、合計に占める割合を％で表示

※「ｘ」は、秘密保護上統計数値を公表していないもの

単位：ｔ

資料:農林水産省「漁業・養殖業生産統計年報」

(10)筑前海区の魚種別漁獲量  
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(11)有明海区の魚種別漁獲量  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
魚　　種 平成14 15 16 17 18 19 20 21 22 23年

ヒ ラ メ 1 2 2 2 2 1 3 5 3 3

カ レ イ 類 20 17 16 15 13 8 6 10 20 19

ス ズ キ 類 22 23 23 24 32 29 41 16 16 15

ア ナ ゴ 類 7 8 7 6 5 3 2 2 2 2

フ グ 類 2 4 5 5 5 4 3 2 4 4

コ ノ シ ロ 5 4 4 3 5 3 6 3 5 3

そ の 他 の 魚 類 279 223 192 186 218 308 547 471 465 419

魚 類 計 336 281 249 241 278 356 607 509 515 465

(12.2) (6.5) (4.8) (4.9) (3.6) (5.4) (9.9) (12.3) (10.1) (13.2)

ク ル マ エ ビ 2 2 4 1 1 1 1 0 1 2

そ の 他 の エ ビ 類 28 26 26 41 39 32 84 52 47 33

ガ ザ ミ 類 21 20 23 23 23 20 18 18 15 26

そ の 他 の カ ニ 類 4 3 3 2 3 3 1 0 0 －

イ カ 類 23 25 22 22 23 21 16 10 9 6

タ コ 類 65 78 96 99 101 66 88 97 70 68

そ の 他 の 水 産 動 物 682 505 508 484 431 250 532 478 471 476

水 産 動 物 計 825 659 682 672 622 393 740 655 613 611

(30.0) (15.3) (13.1) (13.6) (8.0) (6.0) (12.1) (15.8) (12.0) (17.4)

ア サ リ 類 328 1,735 495 748 5,839 4,618 3,865 862 849 474

そ の 他 の 貝 類 1,265 1,636 3,789 3,284 1,054 1,204 891 2,121 3,131 1,967

う ち 、 サ ル ボ ウ 1,167 1,395 3,349 3,056 832 749 604 1,959 2,378 1,760

う ち 、 タ イ ラ ギ 59 185 398 197 197 409 267 144 744 192

貝 類 計 1,593 3,371 4,284 4,032 6,893 5,822 4,756 2,983 3,979 2,442

(57.8) (78.2) (82.1) (81.5) (88.5) (88.6) (77.9) (71.9) (77.9) (69.4)

合　　計 2,754 4,311 5,215 4,946 7,792 6,570 6,104 4,146 5,107 3,518

※（　）内の数値は、合計に占める割合を％で表示

単位：ｔ

資料:農林水産省「漁業・養殖業生産統計年報」、漁業管理課調べ
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(12)豊前海区の魚種別漁獲量  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
魚　　種 平成14 15 16 17 18 19 20 21 22 23年

カ レ イ 類 222 238 204 202 183 163 233 220 199 162

ク ロ ダ イ 75 72 67 71 70 93 87 87 88 83

タ チ ウ オ 24 22 19 16 17 20 18 17 16 16

サ ワ ラ 類 2 5 7 8 8 4 12 4 3 4

ス ズ キ 類 108 105 103 99 96 127 133 121 114 99

ア ナ ゴ 類 38 33 34 26 24 33 26 27 23 21

フ グ 類 10 5 5 5 4 5 6 5 5 4

コ ノ シ ロ 42 38 34 35 36 43 50 48 44 34

そ の 他 の 魚 類 587 549 510 534 522 642 632 584 556 484

うち、ボラ類 122 118 114 92 94 81 99 97 91 40

魚 類 計 1,108 1,067 983 996 960 1,130 1,197 1,113 1,048 907

(36.6) (49.5) (48.1) (47.2) (44.9) (43.7) (43.6) (44.0) (45.7) (45.1)

ク ル マ エ ビ 33 35 30 34 33 30 30 27 25 22

そ の 他 の エ ビ 類 244 212 185 215 203 354 332 275 251 236

ガ ザ ミ 類 180 127 155 175 206 262 260 259 280 209

そ の 他 の カ ニ 類 65 98 56 65 58 50 80 70 － －

イ カ 類 305 131 155 172 204 325 400 312 258 266

うち、コウイカ類 65 57 92 120 158 174 226 212 189 21

タ コ 類 80 94 105 93 91 105 116 130 113 128

オ キ ア ミ 類 3 2 12 6 7 10 7 7 10 12

その他の水産動物 284 314 322 319 337 245 256 268 243 165

うち、シャコ 251 279 275 281 281 218 203 178 170 105

水 産 動 物 計 1,194 1,013 1,020 1,079 1,140 1,381 1,480 1,350 1,180 1,038

(39.5) (47.0) (49.9) (51.1) (53.3) (53.4) (54.0) (53.4) (51.4) (51.6)

ア サ リ 類 717 67 33 23 27 41 38 37 35 34

そ の 他 の 貝 類 7 7 8 15 11 34 27 31 31 31

貝 類 計 724 74 41 38 38 75 65 67 66 65

(23.9) (3.4) (2.0) (1.8) (1.8) (2.9) (2.4) (2.6) (2.9) (3.2)

海 藻 類 計 0 0 0 0 0 0 － － － －

(0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) － － － －

合　　計 3,026 2,154 2,043 2,112 2,138 2,587 2,743 2,530 2,294 2,010

※（　）内の数値は、合計に占める割合を％で表示 資料:農林水産省「漁業・養殖業生産統計年報」、漁業管理課調べ

単位：ｔ
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(13)筑前海区の主要な漁業種類別魚種別漁獲量  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(14)有明海区の主要な漁業種類別魚種別漁獲量  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(15)豊前海区の主要な漁業種類別魚種別漁獲量  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
漁業種類 魚種 平成14 15 16 17 18 19 20 21 22 23年

マ ア ジ 2,033 2,215 x 1,294 1,742 3,434 640 951 1,962 806

サ バ 類 1,028 1,226 1,017 952 1,030 2,564 765 624 924 1,411

そ の 他 3,250 3,320 x 2,781 3,721 4,806 5,060 2,951 3,054 2,755

計 6,311 6,761 x 5,027 6,493 10,804 6,465 4,526 5,940 4,972

マ ダ イ 1,185 946 1,312 1,227 1,465 1,621 1,602 1,578 1,170 1,814

そ の 他 4,279 4,611 3,721 3,372 2,658 3,018 2,877 2,111 2,364 2,693

計 5,464 5,557 5,033 4,599 4,123 4,639 4,479 3,689 3,534 4,507

ヒ ラ メ 123 161 150 124 167 160 140 123 148 78

カ レ イ 類 388 755 409 232 623 356 321 331 348 326

ブ リ 類 251 102 205 184 137 298 327 319 204 147

そ の 他 1,558 1,525 1,713 1,465 1,449 1,431 1,388 1,320 1,301 1,159

計 2,320 2,543 2,477 2,005 2,376 2,245 2,176 2,093 2,001 1,710

※「ｘ」は、秘密保護上統計数値を公表していないもの

単位：ｔ

中 ・ 小 型 ま き 網

船 び き 網

資料:農林水産省「漁業・養殖業生産統計年報」

さ し 網

 
漁業種類 魚種 平成14 15 16 17 18 19 20 21 22 23年

ア サ リ 328 1,735 495 748 5,839 4,618 3,865 862 849 474

サ ル ボ ウ 1,167 1,395 3,349 3,056 832 749 604 1,959 2,378 1,760

タ イ ラ ギ 59 81 168 197 180 192 236 53 84 63

そ の 他 39 56 43 31 24 46 35 107 7 15

計 1,593 3,267 4,055 4,032 6,875 5,606 4,740 2,981 3,317 2,312

タ イ ラ ギ － 104 230 － 17 216 15 91 660 129

そ の 他 － 0 － － － － 1 － 2 1

計 － 104 230 － 17 216 16 91 662 130

ス ズ キ 類 18 18 18 18 25 23 30 12 12 12

ガ ザ ミ 類 17 18 21 20 20 17 16 15 11 22

そ の 他 400 178 175 180 217 306 574 504 534 477

計 435 214 214 218 262 346 620 531 557 511

資料:農林水産省「漁業・養殖業生産統計年報」、漁業管理課調べ

単位：ｔ

採 貝

潜 水 器

さ し 網

 
漁業種類 魚種 平成14 15 16 17 18 19 20 21 22 23年

カ レ イ 類 143 141 143 117 116 60 139 135 128 113

エ ビ 類 158 163 160 185 177 384 348 273 243 212

ガ ザ ミ 類 59 62 47 55 56 63 56 63 94 86

そ の 他 677 709 748 715 750 814 840 849 730 597

計 1,037 1,075 1,098 1,072 1,099 1,321 1,383 1,320 1,195 1,008

ス ズ キ 49 43 39 40 35 44 39 35 x x

イ カ 類 25 21 19 18 24 25 24 23 x x

ガ ザ ミ 類 33 25 23 23 29 31 47 28 x x

そ の 他 358 336 309 286 290 292 296 272 x x

計 465 425 390 367 378 392 406 358 x x

ア サ リ 717 67 33 23 27 40 38 37 35 34

そ の 他 2 3 3 16 3 29 26 27 27 27

計 719 70 36 39 29 69 64 64 62 61

※「ｘ」は、秘密保護上統計数値を公表していないもの 資料:農林水産省「漁業・養殖業生産統計年報」

単位：ｔ

採 貝

小 型 底 び き 網

小 型 定 置 網
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魚　　種 平成14 15 16 17 18 19 20 21 22 23年

オ イ カ ワ 108 106 108 99 85 85 96 96 96 97

フ ナ 114 106 75 73 41 41 39 56 53 54

コ イ 94 100 54 51 31 31 28 35 33 32

ア ユ 108 105 102 102 92 94 95 95 95 95

ウ ナ ギ 42 40 39 34 30 21 21 22 19 18

エ ツ 43 46 50 24 39 20 16 22 22 18

そ の 他 魚 類 104 111 115 112 163 107 79 73 46 34

魚 類 計 613 614 543 495 442 401 374 399 364 348

シ ジ ミ 245 217 215 187 185 151 141 148 148 197

そ の 他 水 産 動 物 65 64 63 58 54 54 56 54 51 50

合　　計 923 895 822 740 681 607 571 601 564 595

資料:農林水産省「漁業・養殖業生産統計年報」、水産振興課調べ

単位：ｔ

 
魚　　種 平成14 15 16 17 18 19 20 21 22 23年

コ イ 452 440 160 141 101 293 276 229 244 243

ウ ナ ギ 58 56 62 58 67 59 55 36 38 35

テ ィ ラ ピ ア

そ の 他 魚 類 17 21 27 23 20 19 14 9 7 6

う ち 、 ヤ マ メ 8 10 10 8 x x x x x x

う ち 、 ア ユ 9 11 17 15 x x x x x x

魚 類 計 527 517 248 222 188 371 345 274 289 284

ス ッ ポ ン

ス イ ゼ ン ジ ノ リ 102 101 92 79 74 35 40 43 46 25 

合　　計 629 618 340 301 262 406 385 317 335 309

※「ｘ」は、秘密保護上統計数値を公表していないもの
資料:農林水産省「漁業・養殖業生産統計年報」、水産振興課調べ

単位：ｔ

(16)内水面漁業種類別魚種別漁獲量  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(17)内水面養殖魚種別収穫量  
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平成19 20 21 22 23年

福岡県 9.4 9.3 8.4 8.1 7.4

全　国 9.2 8.9 8.6 8.2 7.9

　　　　　単位：万円

資料：総務省「家計調査年報」

 単位：ｋｇ

順位 魚種 消費量 順位 魚種 消費量

1 サケ 2.18 1 サケ 2.89

2 アジ 1.95 2 イカ 2.47

3 エビ 1.88 3 マグロ 2.37

4 イカ 1.81 4 ブリ 2.15

5 ブリ 1.76 5 エビ 1.92

6 サバ 1.71 6 サンマ 1.72

7 タイ 1.58 7 アジ 1.42

8 イワシ 1.33 8 カレイ 1.21

9 カレイ 1.23 9 サバ 1.17

10 アサリ 0.98 10 アサリ 1.10

福岡県 全　国

資料：総務省「家計調査年報」

 

平成14 15 16 17 18 19 20 21 22 23年

市場価格 478 465 453 480 567 505 534 487 475 470

消費価格 1,492 1,364 1,378 1,490 1,455 1,394 1,439 1,266 1,402 1,414

資料：福岡市中央卸売市場「年報水産編」、総務省「家計調査年報」

　　　　単位：円／kg

 

区　　分 平成15 16 17 18 19 20 21 22 23 24年

輸入数量
（万ｔ）

29.6 31.4 29.5 27.0 25.3 26.2 23.6 25.0 25.9 25.5

輸入金額
（千億円）

1.5 1.6 1.6 1.6 1.4 1.5 1.1 1.3 1.3 1.5

　資料：門司税関「九州経済圏貿易概況」

２  水産物供給  

(１ )１世帯あたりの魚介類の年間支出額  

 

 

 

 

 

(２ )１世帯あたりの年間魚種別購入量ベスト 10（平成 23 年）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(３ )生鮮魚介類の市場価格と消費価格の推移  

 

 

 

 

 

 

(４ )門司税関内の輸入数量と輸入金額の推移  
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 単位：万ｔ

市　　　場 平成15 16 17 18 19 20 21 22 23 24年

中央卸売市場 21.4 20.9 18.9 17.1 16.2 14.3 13.5 12.8 12.3 11.1

地方・小規模卸売市場 5.4 5.1 4.9 4.8 4.5 5.4 5.7 4.4 4.1 4.1

計 26.8 26.0 23.8 21.9 20.7 19.7 19.2 17.2 16.4 15.2

単位：千億円

市　　　場 平成15 16 17 18 19 20 21 22 23 24年

中央卸売市場 1.19 1.15 1.06 1.02 0.97 0.91 0.77 0.74 0.70 0.66

地方・小規模卸売市場 0.37 0.34 0.32 0.32 0.29 0.29 0.33 0.25 0.24 0.22

計 1.56 1.49 1.38 1.34 1.26 1.20 1.10 0.99 0.94 0.88

資料：水産振興課調べ

 単位：ｔ

市　　　場 生　鮮 冷　凍 塩干・加工 計

福岡市中央卸売市場 72,741 8,635 3,361 84,737

北九州市中央卸売市場 11,315 2,652 5,466 19,433

久留米市中央卸売市場 3,741 1,086 2,061 6,888

地方・小規模卸売市場 23,284 7,759 9,674 40,717

計 111,081 20,132 20,562 151,775

資料：水産振興課調べ

 単位：百万円

市　　　場 生鮮 冷　凍 塩干・加工 計

福岡市中央卸売市場 35,415 6,818 2,715 44,948

北九州市中央卸売市場 9,120 1,679 4,674 15,473

久留米市中央卸売市場 2,985 1,118 1,470 5,573

地方・小規模卸売市場 13,336 5,542 3,575 22,453

計 60,856 15,157 12,434 88,447

資料：水産振興課調べ

(５ )福岡県の水産物卸売市場取扱量及び取扱金額の推移  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
(６ )水産物卸売市場の取扱量      (７ )水産物卸売市場の取扱金額   

       （平成 24 年）              （平成 24 年）  

 

 

 

 

 

 

 

(８ )県内の市場所在地（平成 25 年４月１日現在）  
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名　　　　称 場　　　所 開　催　日 開始時間

姪 浜 朝 市 姪 浜 漁 港 敷 地 内 毎 週 日 曜 5:30～ 福 岡 市 漁 協 姪 浜 支 所 ０９２－８８１－００２５

伊 崎 お さ か な 夕 市 伊 崎 漁 港 敷 地 内 毎 週 土 曜 15:00～ 福 岡 市 漁 協 伊 崎 支 所 ０９２－７４１－２９７０

弘 の 夕 市 弘 漁 港 敷 地 内
第 2 ・ 4 土 曜
（ 5 ～ 12 月 ）

14:00～ 福 岡 市 漁 協 弘 支 所 ０９２－６０３－６６１１

志 賀 島 朝 市 志賀 島漁 港敷 地内
第 1 ・ 3 日 曜
（ 4 ～ 12 月 ）

8:00～ 福 岡 市 漁 協 志 賀 島 支 所 ０９２－６０３－６５０９

津 屋 崎 魚 ま つ り 津屋 崎漁 港敷 地内 毎 週 日 曜
5～9月:6:00～
10～4月:7:00～

宗 像 漁 協 津 屋 崎 支 所 ０９４０－５２－００５３

鐘 崎 朝 市 大 漁 ま つ り 鐘 崎 漁 港 敷 地 内
毎 週 日 曜
（ 5 ～ 10 月 ）

6:30～ 鐘 崎 漁 協 ０９４０－６２－１５００

と れ と れ 朝 市
小 倉 北 区 西 港 町
船 だ ま り 敷 地 内

毎 週 日 曜
（ 4 ～ 12 月 ）

7:00～ 北 九 州 市 漁 協 平 松 支 所 ０９３－５７１－０２６５

中 島 朝 市
柳川 市大 和町 中島
大 徳 商 店 街

毎 日 8:30～ 柳 川 市 大 和 庁 舎 ０９４４－７６－１１１１

漁 師 の 店 ひ し ゃ く だ 柄杓 田漁 港敷 地内
第 2 ・ 4 日 曜
（ 4 ～ 12 月 ）

7:00～ 豊 前 海 北 部 漁 協 ０９３－３４１－８９１１

苅 田 町 漁 協 朝 市 苅 田 漁 港 敷 地 内
月曜～土曜（第2 ・4
水 曜 、 祝 日 除 く ）

7:30～ 苅 田 町 漁 協 ０９３－４３６－３１２１

蓑島 漁協 日曜 ふれ あい市 蓑 島 漁 港 敷 地 内 毎 週 日 曜 13:00～ 蓑 島 漁 協 ０９３０－２３－１０４０

豊築 漁協 椎田町支所朝市 椎田 町漁 港敷 地内
毎週日曜（5～6月、9
～ 12 月 ）

8:00～ 豊 築 漁 協 椎 田 町 支 所 ０９３０－５６－０１２０

※開催日や開始時間が変更されることがあります。また、盆・正月休みがあります。 平成25年4月1日現在

資料：水産振興課調べ

問い合わせ先

(９ )県内の主な直売所  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(10)県内の主な朝市・夕市  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 海　区 施　設　名 場　　　所 営　業　時　間

筑前海 福 吉 ふ れ あ い セ ン タ ー 糸島市二丈福井6333 9:00～17:00 事務所

福 ふ く の 里 （休み：なし） ０９２－３２６－６８８６

産 直 き ら ら 糸島市二丈深江598-1 10:00～18:00 事務所

（休み：第３火曜日＊祝日の場合は翌日） ０９０－９０７２－５５４４

Ｊ Ａ 糸 島 ア グ リ 糸島市志摩小富士14-34 4～9月：8:30～19:00、10～3月：8:30～18:00 事務所

（休み：正月三が日） ０９２－３２７－２７４０

志 摩 の 四 季 糸島市志摩津和崎33-1 8:30～17:30 事務所

（休み：なし） ０９２－３２７－４０３３

伊 都 菜 彩 糸島市波多江567 9:00～18:00 事務所

（休み：なし） ０９２－３２４－３１３１

ぎ ょ れ ん 博 多 漁 師 処 福岡市中央区舞鶴2-4-19 9:30～17:00 福岡県漁業協同組合連合会

（休み：土・日曜・祝日） ０９２－７１３－１１６４

志 賀 島 セ ン タ ー 福岡市東区大字志賀島411-3 10:00～17:00(売店)　 事務所

（休み：水曜日） ０９２－６０３－１６４４

相 島地 域産 物展 示販 売所 糟屋郡新宮町大字相島1382 ８:00～17:30 事務所

（休み：水曜日） ０９２－９６２－４３６０

ひ と ま る の 里 糟屋郡新宮町下府1206-2 9:00～17:30 事務所

（休み：なし） ０９２－９４１－５５００

ふ れ あ い 広 場 ふ く ま 福津市上西郷539-1 8:30～17:00 事務所

（休み：火曜日） ０９４０－４３－７７９０

あ ん ず の 里 市 福津市勝浦1667-1 8:30～17:00 事務所

（休み：火曜日＊祝日の場合は営業） ０９４０－５２－５９９５

お 魚 セ ン タ ー う み が め 福津市津屋崎4丁目47-18 8:30～17:00 事務所

（休み：火曜日＊祝日の場合は営業） ０９４０－５２－１９３９

道 の 駅 宗像市江口1172 6～9月:8:30～18:00、10～5月:9:00～18:00 事務所

む な か た （休み：第4月曜日） ０９４０－６２－２７１５

鐘 の 岬 活 魚 セ ン タ ー 宗像市鐘崎778-6 8:00～17:00 事務所

（休み：水曜日） ０９４０－６２－１５７０

筑 前 あ し や 海 の 駅 遠賀郡芦屋町山鹿2291 9:00～18:00 事務所

遠 賀 漁 協 柏 原 活 魚 セ ンター 柏原漁港敷地内 （休み：水曜日） ０９３－２２３－５６２０

汐 入 の 里 北九州市若松区安屋3710 9:30～16:00　 事務所

物 産 館 （休み：火曜日＊祝日の場合は営業） ０９３－７４２－４１１１

豊前海 道 の 駅 お こ し か け 豊前市四郎丸1041-1 8:00～12:00 事務所

漁 師 直 売 所 （休み：なし） ０９７９－８４－０５４４

う の し ま 豊 築 丸 豊前市宇島76-31 11:00～14:00 事務所

（休み：月曜日） ０９７９－８２－２６２０

※開催日や営業時間が変更されることがあります。また、盆・正月休みがあります。 平成25年4月1日現在

資料：水産振興課調べ

問い合わせ先
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水産加工場数

（実数）

冷凍
水産物

焼・味
付のり

かまぼこ類
冷凍
食品

塩干品 塩蔵品 節製品 塩辛類
水産物
つくだ煮

乾燥・焙焼・

揚げ加工品

調味加工品
その他

平成10 273 27 19 86 13 26 13 19 21 11 18 80

15 268 25 19 100 15 23 11 14 14 11 15 73

20年 251 21 19 85 8 26 14 15 11 15 16 73
資料：漁業センサス

 単位：ｔ

平成19 20 21 22 23年

ねり製品 x x x x x

うち、かまぼこ類 16,034 16,262 15,946 15,627 14,500

冷凍食品 2,519 3,817 3,256 3,452 4,931

素干し品 14 13 12 x x

塩干品 2,256 1,725 1,476 1,654 1,588

煮干し品 49 56 48 47 39

塩蔵品 1,039 1,475 2,180 2,134 2,209

節製品 x x 397 414 x

その他の食用加工品 17,801 18,370 14,667 15,625 17,757

焼・味付けのり(千枚) 1,009,802 987,210 963,968 986,695 1,074,500

※「ｘ」は、秘密保護上統計数値を公表していないもの 資料：農林水産省「水産物流通統計年報」

(11)県内の主な水産物直売所と朝市・夕市マップ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(12)水産加工場数、主な営んだ加工種類別延べ工場数の推移  

 

 

 

 

 

(13)水産加工種類別生産量の推移  
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項目 平成19 20 21 22

23年度
（概算値）

自給率（％） 62 62 62 60 58

国内生産量（千ｔ） 4,497 4,433 4,301 4,104 3,819

輸入量（千ｔ） 3,463 3,359 3,135 3,268 3,333

輸出量（千ｔ） 749 614 635 702 523

在庫の増減（千ｔ） ▲ 57 24 ▲ 122 ▲ 142 44

国内消費仕向量（千ｔ） 7,268 7,154 6,922 6,812 6,585

資料：農林水産省「食料需給表」

 単位：万尾、万個

魚種

年度

平成15 2,215 239 943 54 48 143

16 1,969 239 960 69 52 154

17 1,344 300 1,050 71 55 162

18 1,744 312 850 83 66 201

19 1,774 332 775 93 56 121

20 1,627 362 875 102 80 159

21 1,674 342 625 77 75 155

22 1,669 369 925 87 70 155

23 1,419 308 1,015 106 69 160

24年度 1,329 369 775 95 42 101
資料：漁業管理課調べ

アカウニ
アユ

（内水面）
クルマエビ ガザミ ヨシエビ アワビ

 事業費：千円

海　区

　事業種目 箇所 事業費 箇所 事業費 箇所 事業費 箇所 事業費

魚礁設置事業※１

小規模魚礁 2 49,689 2 49,689

中規模魚礁 9 614,436 9 614,436

大規模魚礁

増殖場造成事業※２

小規模増殖場 1 120,400 1 120,400

大規模増殖場 1 233,029 1 49,949 2 282,978

漁場保全事業※３

小規模保全

大規模保全 1 3,993,452 2 102,595 3 4,096,047

合　　計 13 1,017,554 1 3,993,452 3 152,544 17 5,163,550

予算年度で集計 資料：水産振興課調べ

※１　魚礁設置事業

　小規模魚礁：市町村が行う事業規模が1,200空ｍ
３
程度の事業（単年）

　中規模魚礁：県が行う事業規模が2,500空ｍ
３
程度の事業（単年）

　大規模魚礁：県が行う事業規模が30,000空ｍ
３
程度の事業（複数年）

※２　増殖場造成事業
　小規模増殖場：市町村が行う計画事業費が３千万円以上の事業（単年）
　大規模増殖場：県が行う計画事業費が５千万円以上の事業（複数年）

※３　漁場保全事業

　小規模保全：計画事業費が５千万円以上の事業（単年）

　大規模保全：計画事業費が５千万円以上の事業（複数年）

※４　平成25年度への繰越事業費を含む

県　計筑前海 有明海 豊前海

※４

※４

※４

(14)食用水産物の自給率等の推移（国ベース）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３  漁場整備、資源増殖  

(１ )漁場整備の実績（平成 24 年度）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２ )種苗配布実績  
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 平成25年４月１日現在

筑前 有明 豊前

海区 海区 海区
件 件 件 件

　第１種共同漁業権 21 3 3 27 貝類、藻類等、定着性水産動植物を目的とする漁業
　第２種共同漁業権 21 3 3 27 網漁具を移動しないよう敷設して営む漁業
　第３種共同漁業権 10 － － 10 築いそ漁業

31 3 3 37

　のりひび建養殖業 － 13 － 13 支柱を建てのり網を敷設して営むのり養殖業
　のり養殖業 6 48 9 63 支柱または浮流しでのり網を敷設して営むのり養殖業
　わかめ養殖業 17 － － 17 ロープにワカメの種付けをして営む養殖業
　小割式魚類養殖業 5 － － 5 網いけすを使用して営む養殖業
　小割式あわび養殖業 1 － － 1 いかだからアワビを入れたかごを垂下して営む養殖業
　かきひび建養殖業 － 9 － 9 支柱にカキを付着させ営む養殖業
　かき養殖業 9 － 23 32 いかだからカキ採苗器を垂下して営む養殖業
　ひおうぎがい養殖業 1 － － 1 いかだからヒオウギガイを入れたカゴを垂下して営む養殖業
　あかがい養殖業 － － － － いかだからアカガイを入れたかごを垂下して営む養殖業
　かき・あかがい養殖業 － － － － 「かき養殖業」と「あかがい養殖業」を同じ区画内で営む養殖業
　わかめ・かき養殖業 2 － 2 4 「かき養殖業」と「わかめ養殖業」を同じ区画内で営む養殖業
　ふともずく養殖業 1 － － 1 フトモズクを種付けした網を敷設して営む養殖業
　真珠母貝養殖業 5 － － 5 いかだからアコヤガイを入れたカゴを垂下して営む養殖業
　真珠養殖業 1 － － 1 真珠母貝として育成したアコヤガイに核を入れ真珠を生産する養殖業

　－ － － － － 土、石、竹、木等によって囲まれた一定の区域内において営む養殖業

　あさり養殖業 － 5 － 5 地まき式養殖業
　かき養殖業 － 8 － 8 地まき式養殖業
　はまぐり養殖業 － － － － 地まき式養殖業

48 83 34 165
資料：漁業管理課調べ

計 備　　　　　　　　　考

共
同
漁
業
権

区
画
漁
業
権

第
１
種

第
２
種

第
３
種

計

漁業権の内容となる漁業種類

 平成25年１月１日現在
漁業
の

名称

漁
業
種
類

 
え
び
こ
ぎ
網

 
自
家
用
餌
料
び
き
網

 
な
ま
こ
こ
ぎ
網

 
け
た
網

 
な
ま
こ
け
た
網

 
あ
じ
さ
ば
ま
き
網

 
か
た
く
ち
い
わ
し
ま
き
網

 
し
い
ら
ま
き
網

筑前海 128 26 66 7 2 4 125 68 9 62 158 52 82 4 12
有明海
豊前海 104 49 100 52 13 42 46

漁業
の

名称

漁
業
種
類

　
雑
魚
一
重
流
し
さ
し
網

 
き
す
流
し
さ
し
網

 
さ
わ
ら
流
し
さ
し
網

　
餌
料
用
さ
ん
ま
流
し
さ
し
網

 
さ
よ
り
流
し
さ
し
網

 
ま
な
が
つ
お
流
し
さ
し
網

 
え
び
三
重
流
し
さ
し
網

 
す
ず
き
流
し
さ
し
網

　
な
る
と
び
え
い
流
し
さ
し
網

 
ぼ
ら
囲
さ
し
網

 
ぶ
り
囲
さ
し
網

 
雑
魚
囲
さ
し
網

 
さ
よ
り
囲
さ
し
網

　
固
定
式
さ
し
網

　
潜
水
器

　
浮
敷
網

　
集
魚
灯
利
用
す
く
い
網

　
地
び
き
網

　
建
干
網

　
延
な
わ

　
空
釣
縄

　
小
型
い
か
つ
り

　
た
こ
つ
ぼ

　
げ
ん
し
き
網

　
そ
の
他
の
漁
業

筑前海 140 11 110 55 27 39 10 363 33 10 32 13 113 84 2
有明海 40 87 32 178 7 26
豊前海 17 8 70 10 39 470 1 5 1 15

資料：漁業管理課調べ

小型機船底びき網 ごち網 かご

　
ふ
ぐ
か
ご

 
雑
魚
か
ご

　
さ
よ
り
浮
び
き
網

　
１
そ
う
あ
み
浮
び
き
網

　
し
ば
え
び
浮
び
き
網

第２種 第３種

手繰 手繰
中型

まき網 機船船びき網

その他

 
い
か
か
ご

 
１
そ
う
ご
ち
網

 
２
そ
う
ご
ち
網

　
ぬ
た
う
な
ぎ
か
ご

 
あ
な
ご
か
ご

 
え
そ
ご
ち
網

さし網

(３ )海面漁業免許状況  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(４ )海面漁業許可状況  
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範囲

筑前海区
漁業調整委員会

有明海区
漁業調整委員会

豊前海区
漁業調整委員会

隣県
（連合海区）

響灘連合海区漁業調整委員会

筑肥連合海区漁業調整委員会

福岡佐賀有明海

連合海区漁業調整委員会

周防灘三県

連合海区漁業調整員会

広域
瀬戸内海

広域漁業調整委員会

資料：漁業管理課調べ

委員会

県内

福岡県連合海区漁業調整委員会

日本海・九州西
広域漁業調整委員会

 
海区・年度 筑前委員会 有明委員会 豊前委員会 連合委員会

　内　　容 平成22 23 24年度 平成22 23 24年度 平成22 23 24年度 平成22 23 24年度

委員会開催回数 11 12 13 10 12 12 10 12 12 8 9 9

公聴会開催回数 1 1

協議会等開催回数 1 1 1

委員会指示 10 5 7 6 1 2 4 1 2 1 1 1

漁業権 4 2 11 6 9 1 1

漁業許可 13 18 15 3 7 6 1 4 5 2 2 1

漁業調整 4 2 2 5

漁業調整規則 2 2 2

対県漁業調整 10 15 8 4 5 9 6 7 8 7 11 7

漁業取締

資源管理 11 7 2 1 1 4 1 1 1 2 1

土砂採取 5 6 8

その他 15 9 13 16 8 12 12 5 12 7 3 14

資料：漁業管理課調べ

審
　
議
　
内
　
容

 

平成15 33 2 1 35 71

16 33 2 1 34 70

17 33 2 1 46 82

18 33 2 1 52 88

19 32 2 1 44 79

20 32 2 1 41 76

21 30 2 1 46 79

22 27 2 1 45 75

23 28 2 1 40 71

24年度 28 2 1 40 71
資料：水産振興課調べ

計
     種類
年度

シラスウナギ 稚アユ オイカワ その他

 

委員会開催回数 7 7 11

公聴会開催回数 1

委 員 会 指 示 5 4 5

漁 業 権 1 2 7

採 捕 許 可 3 2 2

漁 業 調 整 規 則

遊 漁 規 則 1

対 県 漁 業 調 整 2 2 3

漁 業 取 締

遊 漁 調 整 1 1 1

そ の 他 3 6 13

資料：漁業管理課調べ

            年度

  内容
平成22 23 24年度

審
議

内
容

(５ )海区漁業調整委員会の種類  

 

 

 

 

 

 

 

 

(６ )海区漁業調整委員会開催回数及び審議内容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (７ )内水面特別採捕許可件数の推移  

 

 

 

 

 

 

 

 
(８ ) 内水面漁場管理委員会開催回数及び審議内容  
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平成15 5 9 4 79 97
16 5 9 4 80 98
17 5 9 4 80 98
18 5 9 4 80 98
19 5 9 3 55 72
20 5 8 3 55 71
21 5 8 3 55 71
22 5 8 3 55 71
23 5 8 3 55 71

24年度 5 8 3 42 58
　資料：水産振興課調べ

     種類
年度

第１種共同
漁業権

第５種共同
漁業権

第１種区画
漁業権

第２種区画
漁業権

計

 

平成15 212 3 4 219 
16 230 3 4 237 
17 230 3 5 238 
18 228 3 5 236 
19 228 3 5 236 
20 226 3 5 234 
21 222 3 5 230 
22 220 3 5 228 
23 219 3 5 227 

24年度 209 3 4 216 
　資料：水産振興課調べ 　資料：水産振興課調べ

えつ流
刺網

う飼
しろうお

やな
計

     種類
年度

 単位：万尾

受精卵 3,000 万粒 受精卵 3,000 万粒

57.6 94.6

ウ ナ ギ 2.3 0.7 3.0 矢部川、筑後川、小石原川、佐田川、今川、祓川

フ ナ 3.6 1.1 4.7 矢部川、筑後川、小石原川、佐田川、今川、祓川、岩岳川、花宗池等

ヤ マ メ 1.9 2.9 4.8 矢部川、小石原川、佐田川、今川、祓川、岩岳川

産卵床 26 か所 産卵床 26 か所

57.9 57.9

ウ グ イ 産卵床 7 か所 産卵床 7 か所 矢部川

ワ カ サ ギ 受精卵 1,400 万粒 受精卵 1,200 万粒 受精卵 2,600 万粒 日向神ダム、江川ダム、寺内ダム、油木ダム、花宗池

モ ク ズ ガ ニ 6.5 4.7 11.2 矢部川、筑後川、小石原川、佐田川、今川、祓川

テ ナ ガ エ ビ 22.6 10.7 33.3 筑後川、矢部川

ス ッ ポ ン 0.1 0.1 筑後川、今川、祓川

受精卵 100 万粒 受精卵 10,000 万粒 受精卵 10,100 万粒

18.4 18.4

資料：水産振興課調べ

筑後川

37.0ア ユ 矢部川、筑後川、小石原川、佐田川、八木山川、今川、祓川、岩岳川

オ イ カ ワ 矢部川、筑後川、佐田川、今川、祓川、岩岳川、花宗池

エ ツ

魚　種
放　流　数　量

放　　流　　場　　所
漁　　協 県 合　　計

(９ )内水面種苗放流実績（平成 24年度）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(10)内水面漁業権数の推移        (11)内水面採捕許可件数の推移  
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 単位：百万円

年度

事業名

4,301 4,635 4,623 3,654 2,736 2,955 3,888 1,324 1,324 1,906

1,061 786 435 261 364 163 346 194 261 132

267 120 120 122 147 81 142 170 90 118

436 506

5,629 5,541 5,178 4,037 3,247 3,199 4,376 1,688 2,111 2,662

資料：水産振興課調べ

海岸保全

合計

23 24年

漁港整備

漁村整備

県単補助

平成15 16 17 18 19 20 21 22

 
海区

事業名

（県）小呂島、大島、津屋崎
（糸島市）船越
（福岡市）唐泊、博多、弘、志賀島
（北九州市）脇田、平松、藍島
（宗像市）鐘崎

（県）沖端
（柳川市）両開、皿垣開、中島

（県）宇島
（北九州市）曽根、柄杓田
（行橋市）沓尾、稲童

（糸島市）姫島
（福岡市）唐泊、弘
（北九州市）藍島
（新宮町）相島

（宗像市）神湊 （行橋市）長井

（糸島市）加布里
（北九州市）馬島、藍島
（宗像市）地島、神湊
（新宮町）新宮、相島

（柳川市）中島
（大川市）上新田

（北九州市）曽根、柄杓田
（行橋市）蓑島
（豊前市)松江

※（　）内は事業主体 資料：水産振興課調べ

災害に強い漁
港等整備事業
（県単補助）

豊前海

漁港整備

漁村整備

海岸保全

筑前海 有明海

４  漁港・漁村整備  

(１ )漁港漁村整備事業の推移  

 

 

 

 

 

 

 

(２ )漁港漁村海岸整備実績 (平成 24 年度 ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

(３ )県内の漁港所在地  
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筑前海区 有明海区 豊前海区 県計 筑前海区 有明海区 豊前海区 県計

平成15 29 17 9 55 41 73 34 148

16 33 20 26 79 42 80 24 146

17 33 23 15 71 58 66 38 162

18 37 7 4 48 95 83 82 260

19 25 18 3 46 72 117 31 220

20 37 9 6 52 59 130 61 250

21 45 30 4 79 65 54 21 140

22 27 40 4 71 74 97 29 200

23 35 22 3 60 113 69 30 212

24年度 27 16 5 48 87 86 30 203

資料：水産振興課調べ

     区分
年度

新規漁業就業者数 漁業離職者数

 

平成20 21 22 23 24年度

新規学卒者 4 9 2 4 6

Ｕターン 4 10 9 4 2

Ｉターン 7 11 3 5 2

地元からの転職 19 7 7 15 17

その他 3 8 6 7 0

小計 37 45 27 35 27

新規学卒者 0 4 4 5 1

Ｕターン 1 1 3 4 0

Ｉターン 0 0 1 0 0

地元からの転職 6 14 11 7 15

その他 2 11 21 6 0

小計 9 30 40 22 16

新規学卒者 0 0 0 0 0

Ｕターン 0 0 0 1 0

Ｉターン 1 3 0 0 0

地元からの転職 2 1 4 2 5

その他 3 0 0 0 0

小計 6 4 4 3 5

新規学卒者 4 13 6 9 7

Ｕターン 5 11 12 9 2

Ｉターン 8 14 4 5 2

地元からの転職 27 22 30 24 37

その他 8 19 19 13 0

総計 52 79 71 60 48
資料：水産振興課調べ

有
明
海
区

豊
前
海
区

県
合
計

　　　　　　 年度
 区分

筑
前
海
区

 

件数 融資額

漁 船 関 連 資 金 38 件 384,580 千円

養 殖 用 施 設 資 金 39 件 326,280 千円

漁 具 そ の 他 施 設 資 金 8 件 39,000 千円

加 工 用 施 設 資 金 0 件 0 千円

計 85 件 749,860 千円

青年漁業 者等 養成確保 資金 4 件 70,700 千円

経 営 等 改 善 資 金 1 件 6,000 千円

計 5 件 76,700 千円

※漁業施設等災害復旧資金を含む 資料：漁業管理課調べ

項　　　　　　　　　　　　　　　目
平成24年度実績

漁
業
近
代
化
資
金

改
善
資
金

沿
岸
漁
業

※

５  漁業経営、生産構造  

(１ )新規漁業就業者数及び漁業離職者数の推移  

 

 

 

 

 

 

 

 

(２ )新規漁業就業者数の内訳推移  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (３ )資金用途別融資実績  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 22 - 

 

 

平成22 23年 平成22 23年 平成22 23年

250 237 1.4 1.1 21.4 19.8

96 98 0.5 0.4 3.6 3.9

91 90 0.1 0.1 3.4 3.4

129 128 0.6 0.5 7.5 7.4

資料：漁業管理課調べ

豊前海

県全体

　　　　区分
 海区

１組合あたり

正組合員数（人） 常勤役員数（人） 職員数（人）

筑前海

有明海

 
購買供給高 販売取扱高

（千円） （千円）

342,404 1,165,477 8

109,748 737,252 8

18,114 63,133 6

141,981 699,222 22

資料：漁業管理課調べ

県平均 県合計

        区分
 海区

        区分
 海区

豊前海 豊前海

事業利益段階での

損失組合数

筑前海 筑前海

有明海 有明海

 　　　単位：億円

40.8 40.6 39.8 38.5 37.3

14.3 13.8 12.5 12.0 11.6

－ － 3.5 3.5 3.3

24.4 24.0 20.9 20.1 19.5

37.3 39.4 38.8 37.8 －

　　　　資料：漁業管理課、水産庁調べ

全国平均

        年
 海区

筑前海

有明海

豊前海

県平均

平成19 20 21 22 23年

 

28.3 32.7 24.7 32.8 34.2

10.5 10.9 9.5 10.2 11.0

2.1 2.2 1.7 1.6 1.8

13.4 14.8 11.9 13.3 14.2

22.0 25.6 20.9 22.1 －

　　　　資料：漁業管理課、水産庁調べ

全国平均

        年
 海区

筑前海

有明海

豊前海

　　単位：千万円

平成19 20 21 22 23年

県平均

 　　　単位：億円

10.1 10.9 9.2 11.0 11.7

7.5 7.4 6.2 8.2 7.4

0.6 0.6 0.6 0.6 0.6

7.0 7.0 6.0 7.3 7.0

12.4 13.1 12.7 13.0 －

　　　　資料：漁業管理課、水産庁調べ

22 23年

全国平均

        年
 海区

豊前海

県平均

筑前海

有明海

平成19 20 21

(４ )１組合あたりの正組合員数及び役職員数  

 

 

 

 

 

 

(５ )１組合あたりの事業規模と事業利益段階での損失組合数（平成 23 年）  

 

 

 

 

 

 

(６ )１組合あたりの長期共済保有高の推移  

 

 

 

 

 

 

 

 

(７ )１組合あたりの購買供給高の推移  

 

 

 

 

 

 

 
 

(８ )１組合あたりの販売取扱高の推移  

 

 

 

 

 

 



- 23 - 

 

 
階　　層 平成10 15 20年

漁　船　非　使　用 105 37 54 
無　動　力　船 2 1 －
船外機付漁船 － － 122 
１ﾄﾝ未満 242 204 60 
１～３ﾄﾝ未満 443 364 349 
３～５ﾄﾝ未満 1,357 1,204 1,078 
５～10ﾄﾝ未満 388 342 340 
10～20ﾄﾝ未満 166 147 107 
20ﾄﾝ以上 72 65 62 

定　　　置　　　網 109 93 71 
海　面　養　殖　業 1,238 1,044 930 

合　　計 4,122 3,501 3,173 

※船外機付漁船が追加されたため、15年以前と20年では連続しない

資料：漁業センサス

漁

船

使

用

動

力

船

 
階　　層 平成10 15 20年

漁　船　非　使　用 6 12 13 
無　動　力　船 － － －
船外機付漁船 － － 54 
１ﾄﾝ未満 102 89 44 
１～３ﾄﾝ未満 359 297 268 
３～５ﾄﾝ未満 860 770 673 
５～10ﾄﾝ未満 351 313 309 
10～20ﾄﾝ未満 169 145 106 

定　　　置　　　網 49 46 44 
海　面　養　殖　業 23 26 35 

合　　計 1,919 1,698 1,546 

※船外機付漁船が追加されたため、15年以前と20年では連続しない

資料：漁業センサス

漁

船

使

用

動

力

船

 
階　　層 平成10 15 20年

漁　船　非　使　用 27 2 －
無　動　力　船 － － －
船外機付漁船 － － 27 
１ﾄﾝ未満 46 39 10 
１～３ﾄﾝ未満 17 17 19 
３～５ﾄﾝ未満 292 243 244 
５～10ﾄﾝ未満 12 11 15 
10～20ﾄﾝ未満 2 1 －

定　　　置　　　網 － － －
海　面　養　殖　業 1,137 946 802 

合　　計 1,533 1,259 1,117 

※船外機付漁船が追加されたため、15年以前と20年では連続しない

資料：漁業センサス

漁

船

使

用

動

力

船

 
階　　層 平成10 15 20年

漁　船　非　使　用 72 23 41 
無　動　力　船 2 1 －
船外機付漁船 － － 41 
１ﾄﾝ未満 94 76 6 
１～３ﾄﾝ未満 67 50 62 
３～５ﾄﾝ未満 205 191 161 
５～10ﾄﾝ未満 25 18 16 
10～20ﾄﾝ未満 － 1 1 

定　　　置　　　網 60 47 27 
海　面　養　殖　業 78 72 92 

合　　計 603 479 447 

※船外機付漁船が追加されたため、15年以前と20年では連続しない

資料：漁業センサス

 

年  度 平成15 16 17 18 19 20 21 22 23 24年

Ｆ Ｒ Ｐ 船 7,173 7,053 6,852 6,822 6,514 6,361 6,300 6,100 6,513 6,324

木 船 124 119 102 93 73 65 62 50 42 36

鋼 船 47 45 44 31 30 28 28 29 24 24

軽 合 金 船 17 19 18 18 18 17 18 18 18 15

計 7,361 7,236 7,016 6,964 6,635 6,471 6,408 6,197 6,597 6,399

　　単位：隻

資料:漁業管理課調べ

(９ )福岡県の階層別経営体数    (10)筑前海区沿岸漁業の階層別経営体数  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(11)有明海区沿岸漁業の階層別経営体数 (12)豊前海区沿岸漁業の階層別経営体数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(13)船質別海水動力漁船数の推移  
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 組合員数

総数 正組合員准組合員

糸　　島 糸島市志摩岐志778-5 092-328-2311 430 353 77

福 岡 市 福岡市西区愛宕浜4-49-1 092-881-4300 632 484 148

新宮相島 糟屋郡新宮町大字相島1559 092-962-2901 89 56 33

宗　　像 宗像市神湊487-2 0940-62-0014 243 208 35

鐘    崎 宗像市鐘崎字浜778-5 0940-62-1500 283 267 16

遠　　賀 遠賀郡芦屋町西浜町3839-2 093-223-0078 106 76 30

北九州市 北九州市若松区大字小竹3008-7 093-751-3954 240 217 23

ひびき灘 北九州市若松区大字安屋1742 093-741-5077 189 144 45

筑前海区計 2,212 1,805 407

大    川 大川市大字小保1013-1 0944-86-5681 73 41 32

大 野 島 大川市大字大野島2864-1 0944-87-5511 63 37 26

上 新 田 大川市大字新田1096-11 0944-86-2834 67 33 34

川    口 大川市大字新田1317-2 0944-86-2841 73 54 19

浜    武 柳川市南浜武623-2 0944-72-5351 236 204 32

沖    端 柳川市矢留本町1 0944-72-5134 183 169 14

両    開 柳川市大浜町318-1 0944-72-7141 205 150 55

柳　　川 柳川市吉富町219-1 0944-72-2955 128 98 30

皿 垣 開 柳川市大和町皿垣開909 0944-76-0010 79 56 23

有    明 柳川市大和町明野304-2 0944-76-3032 101 98 3

山門羽瀬 柳川市大和町鷹ノ尾1237-2 0944-76-3282 27 24 3

大    和 柳川市大和町中島1469 0944-76-0111 429 363 66

中    島 柳川市大和町中島729 0944-76-3250 239 195 44

高    田 みやま市高田町江浦1340 0944-22-5346 130 96 34

新大牟田 大牟田市大字手鎌770-8 0944-55-3773 85 53 32

三浦海苔生産 大牟田市大字手鎌1978-7 0944-57-7761 39 31 8

三浦第一 大牟田市大字唐船字塩浜65-7 0944-56-7300 57 46 11

手    鎌 大牟田市大字手鎌7 0944-52-5702 55 30 25

三    里 大牟田市早米来町1-82 0944-53-6415 87 26 61

有明海区計 2,356 1,804 552

漁協名 所在地 電話番号

(14)福岡県の漁協一覧  
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組合員数

総数 正組合員准組合員

豊前海北部 北九州市門司区大字柄杓田1407 093-341-8911 136 122 14

北九州東部 北九州市小倉南区大字吉田2778-2 093-471-7627 41 39 2

曽    根 北九州市小倉南区曽根新田北3-13-7 093-471-7128 40 33 7

苅 田 町 京都郡苅田町幸町21 093-436-3121 55 53 2

蓑    島 行橋市大字蓑島470-13 0930-23-1040 166 114 52

行 橋 市 行橋市大字沓尾247-2 0930-22-0427 178 147 31

豊　　築 豊前市大字宇島76-31 0979-83-2228 194 124 70

吉    富 築上郡吉富町大字小犬丸359-4 0979-22-0619 65 62 3

豊前海区計 875 694 181

海区合計 5,443 4,303 1,140

組合員数

総数 正組合員准組合員

犬    山 八女市黒木町本分4502-6 0943-42-4560 26 24 2

岩 岳 川 豊前市大字岩屋688 0979-88-2694 98 98 0

京 二 川 行橋市大字流末1176-1 0930-25-6569 101 101 0

八木山川 宮若市宮田2423 0949-33-2032 43 43 0

矢 部 川 八女市山内748 0943-23-3313 349 147 202

下筑後川 久留米市安武町武島1750-1 0942-27-0716 178 137 41

筑 後 川 朝倉市古毛465 0946-52-0379 316 314 2

甘　　木 朝倉市馬田295 0946-22-3511 60 60 0

福岡県養鰻
福岡市博多区東公園7-7
福岡県農林水産部水産局水産振興課内

092-643-3563 25 25 0

内水面計 1,196 949 247

※組合員数は平成25年3月末現在

漁協名 所在地 電話番号

漁協名 所在地 電話番号

資料:漁業管理課調べ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福岡県水産業の動向  
－平成 24 年度  水産白書－  

 

 

発  行  日   平成 25 年７月  

編集発行者   福岡県  

連  絡  先   福岡県農林水産部  

水産局漁業管理課水産総務係  

Ｔ  Ｅ  Ｌ   092-651-1111（代表）  

092-643-3553（直通）  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福岡県行政資料  

分類記号  

ＰＧ  

所属コード  

4710109 

登録年度  

25 

登録番号  

0002 

 


